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は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
年
五
月
七
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
の
国
会
議
員
総
選
挙
は
、
同
国
政
治
の
分
水
嶺
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

結
果
に
終
わ
っ
た
。
過
去
の
選
挙
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
て
き
た
政
権
与
党
が
こ
れ
ま
で
の
強
さ
を
発
揮
で
き
ず
、
逆
に
野
党
は

従
来
に
も
増
し
た
支
持
を
有
権
者
か
ら
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
野
党
が
「
躍
進
」
し
た
背
景
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
社
会
経

済
的
な
変
化
が
あ
る
。
野
党
は
社
会
経
済
的
な
要
素
を
選
挙
戦
略
と
選
挙
戦
術
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
選
挙
で
は
与
党
を
苦
し
め
た
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
と
は
い
え
、
政
権
与
党
で
あ
る
人
民
行
動
党
（Peopleʼs A

ction Party

、
以
下
Ｐ
Ａ
Ｐ
と

略
記
）
は
議
席
定
数
の
九
割
以
上
を
獲
得
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
こ
れ
ま
で
通
り
与
党
は
順
当
な
勝
利
を
収
め
た
と
い
え
る
（
表
１

参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
四
点
に
お
い
て
今
回
の
選
挙
結
果
は
特
徴
的
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
今
回
の
選
挙
で
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
得
票
率
は
六
〇
・
一
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
過
去
最
低
で
あ
る 

（
図
１
参
照
）。
そ
の
一
方
で

ほ
ぼ
全
て
の
野
党
は
そ
の
得
票
率
を
伸
ば
し
た
（
図
２
参
照
）。
政
治
的
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
民
主
的
国
家
に
お
い
て
政
権
与

党
の
得
票
率
が
六
割
を
超
え
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
与
党
の
圧
勝
と
評
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
政
治
的
自
由
が
事
実
上
制
限
さ

れ
て
い
る
選
挙
権
威
主
義
的
な
政
治
体
制
（electoral authoritarianism

））
1
（

を
と
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
得
票
率
の
四
割
近

く
が
野
党
に
流
れ
る
事
態
は
異
常
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
稿
第
二
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
は
与

党
に
有
利
な
選
挙
制
度
が
確
立
し
て
お
り
、
野
党
が
与
党
に
伍
し
て
戦
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
大
物
政
治
家
が
落
選
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
ル
ジ
ュ
ニ
ー
ド
（A

ljunied

）
集
団
代
表
選
挙
区
（Group Representa

tion Constituency

、
以
下
Ｇ
Ｒ
Ｃ
と
略
記
）
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
と
労
働
者
党
（W

orkersʼ Party

、
以
下
Ｗ
Ｐ
と
略
記
）
の
一
騎
打
ち
と

な
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
Ｇ
Ｒ
Ｃ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
独
特
の
選
挙
制
度
で
あ
り
、
小
選
挙
区
に
比
べ
て
候
補
者
の
所
属
す
る
政
党
の

組
織
力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
過
去
に
お
い
て
野
党
議
員
は
小
選
挙
区
で
し
か
当
選
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
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回
は
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
野
党
議
員
が
初
当
選
し
た
だ
け
で
な
く
、
外
務
大
臣
を

は
じ
め
と
す
る
現
職
の
大
臣
三
人）2
（

が
落
選
し
た
。
中
央
行
政
機
関
（
外

務
省
）
の
長
が
落
選
す
る
の
は
独
立
後
初
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
野
党
が
善
戦
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
一
九
六
五
年

の
同
国
独
立
以
来
、
一
九
八
一
年
の
補
欠
選
挙
で
一
議
席
を
野
党
に
明

け
渡
す
ま
で
国
会
の
全
議
席
を
独
占
し
て
い
た
。
同
補
欠
選
挙
に
お
い

て
「
一
党
制
」
が
崩
れ
た
後
も
、
野
党
議
員
の
数
は
一
九
九
一
年
総
選

挙
時
の
四
名
が
最
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
野

党
は
そ
の
議
席
数
を
改
選
前
の
二
名
か
ら
六
名
へ
と
三
倍
増
さ
せ
、
独

立
以
来
最
大
数
の
野
党
候
補
者
が
当
選
し
た
（
表
１
参
照
）。

　

第
四
に
、
選
挙
結
果
を
巡
る
内
外
の
報
道
の
評
価
で
あ
る
。
一
つ
は

選
挙
結
果
に
対
す
る
論
評
で
あ
る
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
勝

利
と
野
党
の
躍
進
と
い
う
、
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
報
道
が
な
さ
れ
た
。

地
元
の
有
力
紙
『
ス
ト
レ
イ
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』（T

he Straits T
im

es

、

以
下
Ｓ
Ｔ
と
略
記
）
紙
は
論
評
で
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
得
票
率
（
六
〇
・
一
％
）

を
立
派
な
勝
利
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
野
党
が
大
躍
進
し
た
選
挙
で

あ
っ
た
と
論
じ
た）3
（

。
ま
た
、
過
去
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
選
挙
結
果
に
言

及
し
た
こ
と
の
な
い
香
港
の
週
刊
誌
『
亞
洲
週
刊
』
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
安

定
政
権
を
維
持
し
た
点
を
認
め
な
が
ら
も
「
野
党
の
大
躍
進
」
と
報
じ
、

年
与党の獲得

議席数
野党の獲得

議席数
改選議席数

PAP の
議席占有率

1968 58 0 58 100％
1972 65 0 65 100％
1976 69 0 69 100％
1980 75 0 75 100％
1984 77 2 79  97％
1988 80 1 81  99％
1991 77 4 81  95％
1997 81 2 83  98％
2001 82 2 84  98％
2006 82 2 84  98％
2011 81 6 87  93％

表１　与野党の獲得議席数と PAP の議席占有率

出所 : 筆者作成
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こ
の
結
果
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
香
港
、
台
湾
、
中
国
の
華
人
社
会
に
お
い
て
共
有
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
報
じ
た）4
（

。
も
う
一
つ
の
注
目
す

べ
き
点
は
、
選
挙
結
果
を
受
け
た
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
の
報
道
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』（T

he 

N
ew

 Y
ork T

im
es

）
紙
は
、
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
（Lee H

sien Loong

）
首
相
が
開
票
作
業
終
了
後
の
記
者
会
見
で
示
し
た
選
挙
分

析
と
し
て
、
選
挙
に
は
勝
っ
た
が
多
く
の
国
民
が
政
府
に
対
し
て
変
革
を
求
め
て
お
り
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
こ
れ
に
順
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
を
示
し
た
、
と
伝
え
て
い
る）5
（

。
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
政
府
が
新
た
な
対
応
を
打
ち
出
す
こ
と
は
こ
れ
ま

で
は
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
点
を
取
り
上
げ
た
報
道
は
注
目
に
値
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
特
徴
を
も
つ
二
〇
一
一
年
総
選
挙
か
ら
は
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
与

党
の
「
敗
北
」、
野
党
の
躍
進
、
選
挙
後
の
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
は
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
多
様
な
論
評
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
論
評
や
報
道
で
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
は
近
年
の
社
会
経
済
変
化
に
対
す
る
不
満
や
不
安
が
社

会
に
漂
っ
て
い
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
有
権
者
が
社
会
経
済
面
で
不
満
や
不
安
を
抱
く
こ
と
は
今
回
の
選
挙
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
が
、
そ
れ
で
も
従
来
の
選
挙
で
は
与
党
が
勝
ち
続
け
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
は
有
権

者
の
不
満
の
受
け
皿
と
し
て
野
党
が
選
ば
れ
、
与
党
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
パ
ズ
ル
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
登
場
し
つ
つ
あ
る
「
新
し
い
政
治
」、
つ
ま
り
、
国
民
と
支
配
政
党
と
の
新
し
い
関
係
と
関
連
す
る
。
し
か
し
、
本
稿
の

掲
げ
る
パ
ズ
ル
に
関
す
る
学
術
研
究
は
未
だ
に
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
公
的
資
料
と
現
地
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
読
み
込
む
作
業

を
行
い
、
与
党
と
野
党
の
選
挙
戦
略
お
よ
び
選
挙
戦
で
の
選
挙
戦
術
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
政
治
的

な
変
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
議
席
数
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
今
回
の
選
挙
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
す

る
。
具
体
的
に
は
、
現
行
の
選
挙
制
度
を
確
認
し
た
上
で
、
過
去
の
選
挙
結
果
と
今
回
の
選
挙
結
果
の
比
較
、
野
党
間
の
政
党
支
持

率
の
違
い
に
注
目
す
る
。
第
二
章
で
は
、
同
国
の
選
挙
制
度
の
変
遷
を
紹
介
す
る
。
特
に
、
一
九
八
四
年
に
導
入
さ
れ
た
非
選
挙
区
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議
員
制
度
、
お
よ
び
一
九
八
八
年
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
導
入
の
背
景
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
第
三
章
で
は
、
選
挙
戦
で
の
争
点
に

注
目
し
、
今
回
の
総
選
挙
の
背
景
と
な
っ
た
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
検
討
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
社
会
の
変
化
が
選
挙
戦

を
変
化
さ
せ
た
点
を
指
摘
す
る
。
第
四
章
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
有
権
者
の
世
代
交
代
と
そ
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
政
治

意
識
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。
最
後
に
第
五
章
で
は
、
変
容
し
つ
つ
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
の
下
で
の
、
与
野
党
の
選
挙
対
策

を
分
析
す
る
。
特
に
、
与
野
党
が
選
挙
前
に
は
ど
の
よ
う
な
選
挙
戦
略
を
も
ち
、
選
挙
戦
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
戦
術
を

取
っ
た
か
に
注
目
す
る
。
以
上
の
作
業
を
通
し
て
今
回
の
選
挙
の
特
徴
を
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
社
会
変
化
と
そ
の
帰
結
と
し
て
の

「
新
し
い
政
治
」
の
登
場
と
し
て
論
じ
た
い
。

第
一
章　

選
挙
制
度
の
概
観
と
選
挙
結
果
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
独
自
の
選
挙
制
度
を
概
観
し
た
上
で
、
一
、
与
野
党
の
立
候
補
状
況
、
二
、
得
票
数
と
獲
得
議
席
、 

三
、
野
党
間
の
得
票
数
の
違
い
に
つ
い
て
注
目
し
な
が
ら
、
本
総
選
挙
結
果
の
全
体
像
を
把
握
す
る
。

　

第
一
節　

選
挙
制
度
に
つ
い
て

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
イ
ギ
リ
ス
型
の
議
院
内
閣
制
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
国
会
の
解
散
時
期
の
決
定
は
首
相
の
専
権
事
項
で
あ
る
。

実
際
、
過
去
の
総
選
挙
は
国
会
議
員
の
任
期
満
了
時
で
は
な
く
、
首
相
の
助
言
に
よ
り
大
統
領
が
国
会
を
解
散
し
た
後
に
行
わ
れ
た
。

も
し
、
首
相
が
国
会
を
解
散
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
憲
法
の
規
定
に
よ
り
国
会
の
最
初
の
開
会
日
よ
り
五
年
後
に
国
会
は
解
散
し
、

続
く
三
カ
月
以
内
に
総
選
挙
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る）6
（

。
こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
前
回
の
選
挙
は
二
〇
〇
六
年
五

月
六
日
に
実
施
さ
れ
第
一
一
議
会
は
同
年
一
一
月
二
日
に
召
集
さ
れ
た
た
め
、
次
回
の
総
選
挙
は
二
〇
一
二
年
二
月
二
日
ま
で
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
総
選
挙
は
、
事
実
上
「
選
挙
区
見
直
し
委
員
会
」

（Electoral Boundaries Review
 Com

m
ittee, EBRC

）
が
区
割
り
し
た
選

挙
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
選
挙
区
は
、
小
選
挙
区

（SingleM
em

ber Constituency

、
以
下
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
略
記
）
と
、
基
本
的
に
は

既
存
の
複
数
の
小
選
挙
区
か
ら
構
成
さ
れ
る
Ｇ
Ｒ
Ｃ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

同
委
員
会
は
、
各
選
挙
区
の
有
権
者
数
が
二
万
人
か
ら
三
万
六
千
人
ご
と
に

一
人
の
国
会
議
員
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
選
挙
区
の
区
割
り
の
見
直
し
を
行

う
。
つ
ま
り
、
三
人
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
は
小
選
挙
区
の
三
倍
の
有
権
者
数
、

す
な
わ
ち
六
万
人
か
ら
一
〇
万
八
千
人
以
内
、
四
人
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
は
同

じ
く
八
万
人
か
ら
一
四
万
四
千
人
に
収
ま
る
よ
う
に
選
挙
区
の
区
割
り
を
調

整
す
る）7
（

。
過
去
に
お
い
て
は
、
同
委
員
会
に
よ
る
改
正
選
挙
区
の
発
表
後
一

七
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
き
た
（
８
）た
め
、
二
〇
一
〇
年

一
〇
月
に
首
相
が
同
委
員
会
を
召
集
し
た
と
の
発
言
は
注
目
さ
れ
た
（
９
）。
結
局
、

同
報
告
書
は
二
〇
一
一
年
二
月
二
四
日
に
公
表
さ
れ
、
同
日
に
選
挙
区
の
区

割
り
が
確
定
さ
れ
た
（
図
３
お
よ
び
表
２
参
照
）。

　

新
し
い
選
挙
区
の
区
割
り
に
よ
る
と
、
選
挙
区
数
は
全
二
七
選
挙
区
と
な

り
、
前
回
の
総
選
挙
時
よ
り
も
四
選
挙
区
増
加
し
た
。
二
七
選
挙
区
の
内
訳

は
、
小
選
挙
区
が
一
二
選
挙
区
（
前
回
選
挙
時
は
九
）、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
が
一
五
選
挙

区
（
同
一
四
）
で
あ
り
、
国
会
議
員
定
数
も
三
人
増
員
さ
れ
八
七
人
と
な
っ

Holland-Bukit Timah GRC

Chua Chu Kang GRCChua Chu Kang GRC

Jurong GRC

Bukit Panjang SMC

Yuhua SMC

Pioneer SMC

Radin Mas SMC

出所：シンガポール選挙庁（http://www.elections.gov.sg/elections_map_electoral.html）より

Tanjong Pagar GRC
Moulmein-Kallang GRC

Bishan-Toa Payoh GRC
Whampoa SMC

Potong Pasir SMC
Mountbatten SMC

Marine Parade GRC Joo Chiat SMC

Punggol East SMC
Sengkang West SMC

Aljunied GRC

Hougang SMC

Tampines GRC

Pasir Ris-Punggol GRC

Ang Mo Kio GRC
Nee Soon GRC

Sembawang GRC

East Coast GRCEast Coast GRC
Hong Kah North SMC

West Coast GRCWest Coast GRC

図3　選挙区一覧
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た
）
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
選
挙
区
に
は
小
選

挙
区
と
Ｇ
Ｒ
Ｃ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
か
ら
選

出
さ
れ
る
当
選
人
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
小
選
挙

区
に
お
い
て
は
有
効
投
票
の
最
多
数
を
得
た
候
補
者
一

人
が
当
選
し
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
は
政
党
ご
と
に
四
人

か
ら
六
人
で
編
成
し
た
集
団
（
グ
ル
ー
プ
））

（（
（

の
中
か
ら

最
多
得
票
数
を
獲
得
し
た
グ
ル
ー
プ
全
員
が
当
選
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
二
の
小
選
挙
区
か
ら
は
一
二
人

の
議
員
、
一
五
の
集
団
代
表
選
挙
区
か
ら
は
七
五
人
の

集
団
代
表
選
挙
区
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ

ら
二
種
類
の
選
挙
区
は
地
理
的
に
重
複
し
て
お
ら
ず

（
図
３
参
照
）、
有
権
者
は
い
ず
れ
か
一
方
の
選
挙
区
の

み
で
投
票
を
行
う
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
総
選
挙
か
ら

は
海
外
居
住
者
も
事
前
に
登
録
を
行
え
ば
、
海
外
に
九

カ
所
設
け
ら
れ
た
在
外
公
館
で
、
ま
た
は
帰
国
し
て
投

票
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
し
か
し
、
今
回
の
総
選
挙

に
お
い
て
も
在
外
投
票
者
の
投
票
数
が
国
内
で
の
投
票

結
果
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
く
、
候
補
者
の
当
落

表２　選挙区の定数と有権者数

小選挙区 有権者数 5 人 GRC 有権者数
Bukit Panjang 33,053 Aljunied 143,148
Hong Kah North 27,701 BishanToa Payoh 122,492
Hougang 24,560 Chua Chu Kang 158,648
Joo Chiat 22,069 East Coast 120,324
Mountbatten 23,731 Jurong 125,276
Pioneer 25,745 Marine Parade 154,451
Potong Pasir 17,327 Nee Soon 148,290
Punggol East 33,281 Sembawang 142,459
Radin Mas 31,014 Tampines 137,532
Sengkang West 26,882 Tanjong Pagar 139,771
Whampoa 21,631 West Coast 121,045
Yuhua 23,199

6 人 GRC 有権者数
4 人 GRC 有権者数 Ang Mo Kio 179,071

HollandBukit Timah 91,607 Pasir RisPunggol 168,971
MoulmeinKallang 87,595

出所 : “STARTING LINEUP”, ST, 28 Apr. 2011 より筆者作成
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は
国
内
投
票
数
で
確
定
し
た）（（
（

。

　

次
に
、
選
挙
で
の
落
選
者
の
中
か
ら
国
会
議
員
を
選
出
す
る
と
い
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
特
有
の
議
員
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る
。
憲
法

で
は
、
議
会
に
お
い
て
一
定
数
の
野
党
議
員
を
確
保
す
る
た
め
に
、
野
党
の
落
選
者
の
復
活
当
選
を
一
定
の
条
件
下
で
認
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
野
党
か
ら
の
当
選
者
数
が
九
人
未
満
で
あ
っ
た
場
合
、
野
党
落
選
者
の
中
か
ら
得
票
率
が
高
か
っ
た
順
に
、
非
選
挙
区

議
員
（N

onConstituency M
em

ber of Parliam
ent, 

以
下
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
略
記
）
と
し
て
野
党
議
員
の
総
数
が
九
人
に
な
る
ま
で
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、
野
党
候
補
者
の
当
選
者
数
が
九
人
以
上
で
あ
っ
た
場
合
に
は
非
選
挙
区
議
員
は
選
出
さ
れ
な
い）（（
（

。
以
上
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
独
自
の
選
挙
制
度
が
過
去
の
選
挙
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
次
章
に
お
い
て
詳
述
す
る
。

　

二
〇
一
一
年
四
月
一
九
日
、
大
統
領
は
首
相
の
助
言
に
よ
り
国
会
を
解
散
し
た）（（
（

。
同
日
、
総
理
府
は
総
選
挙
の
立
候
補
受
付
日
は

四
月
二
七
日
、
選
挙
運
動
期
間
は
四
月
二
七
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
九
日
間
、
そ
し
て
五
月
六
日
は
一
切
の
選
挙
活
動
が
禁
止
さ

れ
る
冷
却
日）（（
（

、
投
票
日
は
五
月
七
日
（
土
曜
日
）
に
設
定
す
る
と
発
表
し
た
。

　

第
二
節　

立
候
補
状
況
に
つ
い
て

　

四
月
二
七
日
の
立
候
補
受
付
日
に
は
、
一
つ
を
除
い
て
全
て
の
選
挙
区
に
お
い
て
与
野
党
そ
れ
ぞ
れ
が
候
補
者
を
擁
立
し
、
二
七

選
挙
区
中
二
六
の
選
挙
区
に
お
い
て
投
票
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
野
党
か
ら
の
立
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
タ
ン

ジ
ョ
ン
・
パ
ガ
ー
（T

anjong Pagar

）
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
は
与
党
候
補
者
五
人
の
無
投
票
で
の
当
選
が
決
定
し
た）（（
（

。

　

過
去
の
選
挙
で
は
、
多
く
の
選
挙
区
に
お
い
て
野
党
か
ら
の
立
候
補
者
が
お
ら
ず
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
者
の
無
投
票
で
の
当
選
が
確
定

し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
今
回
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
選
挙
区
に
お
い
て
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
状
況
は
一
九
七
二
年
総
選
挙

以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た）（（
（

（
表
３
参
照
）。
ま
た
、
一
つ
の
選
挙
区
に
お
い
て
三
人
以
上
の
候
補
者
が
立
候
補
す
る
、
い
わ
ゆ
る
三
つ

ど
も
え
の
選
挙
戦
と
な
っ
た
選
挙
区
は
プ
ン
ゴ
ル
・
イ
ー
ス
ト
（Punggol East

）
Ｓ
Ｍ
Ｃ
だ
け
で
あ
り
、
他
の
選
挙
区
に
お
い
て
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は
Ｐ
Ａ
Ｐ
と
野
党
と
の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
小
選
挙
区
に
お
い
て
Ｐ
Ａ

Ｐ
は
華
人
で
は
な
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
の
候
補
者
を
擁
立
し
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
小
選
挙
区
に

お
い
て
華
人
で
は
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
擁
立
す
る
の
は
、
一
九
八
八
年
総
選
挙
以
来

の
こ
と
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

各
党
の
候
補
者
の
擁
立
状
況
を
観
察
す
る
と
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
全
選
挙
区
に
八
七
人
、
改

選
前
に
議
席
を
有
し
て
い
た
二
つ
の
野
党
、
人
民
党
（Singapore Peoplesʼ Party

、

以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
と
略
記
）
か
ら
は
七
人
（
二
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
一
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）、
労
働
者
党
（
Ｗ
Ｐ
）

か
ら
は
二
三
人
（
四
Ｓ
Ｍ
Ｃ 

と
四
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）
が
立
候
補
し
た
。
そ
の
他
の
野
党
か
ら
は
、

国
家
団
結
党
（N

ational Solidarity Party

、
以
下
、
Ｎ
Ｓ
Ｐ
と
略
記
）
が
二
四
人
（
四

Ｓ
Ｍ
Ｃ 

と
四
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）、
民
主
党
（Singapore D

em
ocratic Party

、
以
下
、
Ｓ
Ｄ
Ｐ
と

略
記
）
か
ら
は
一
一
人
（
二
Ｓ
Ｍ
Ｃ 

と
二
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）、
改
革
党
（Reform

 Party

、
以
下
、

Ｒ
Ｐ
と
略
記
）
か
ら
は
一
一
人
（
二
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）、
最
後
に
民
主
同
盟
（Singapore 

D
em

ocratic A
lliance

、
以
下
、
Ｓ
Ｄ
Ａ
と
略
記
）
が
七
人
（
一
Ｓ
Ｍ
Ｃ 

と
一
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）

で
あ
っ
た
（
立
候
補
者
数
は
合
計
一
七
〇
人
）（
表
４
お
よ
び
表
５
参
照
）。
ま
た
、
前
回

二
〇
〇
六
年
総
選
挙
時
に
続
き
、
今
回
も
無
所
属
で
の
立
候
補
者
は
い
な
か
っ
た）（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
与
党
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
全
選
挙
区
に
お
い
て
候
補
者
を
擁
立
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
野
党
の
擁
立
状
況
は
限
定
的
で
あ
る
。
野
党
が
擁
立
し
た
選
挙
区
の
数
か

ら
見
る
と
、
Ｎ
Ｓ
Ｐ
と
Ｗ
Ｐ
が
八
選
挙
区
に
候
補
者
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｐ
が
四
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
が
三
、

Ｒ
Ｐ
が
二
、
Ｓ
Ｄ
Ａ
が
二
と
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
限
っ
た
数
で

表４　各党の候補者擁立状況

選挙区数（候補者数）
政党名 小選挙区（SMC） GRC（候補者数） 合計
PAP 12（12 人） 15（75 人） 27（87 人）
NSP 4（4 人） 4（20 人） 8（24 人）
WP 4（4 人） 4（19 人） 8（23 人）
SDP 2（2 人） 2（9 人） 4（11 人）
RP ――　 2（11 人） 2（11 人）
SPP 2（2 人） 1（5 人） 3（7 人）
SDA 1（1 人） 1（6 人） 2（7 人）

出所 : 筆者作成
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見
る
と
、
Ｗ
Ｐ
と
Ｎ
Ｓ
Ｐ
が
四
つ
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
、
Ｓ
Ｄ
Ｐ
と
Ｒ
Ｐ
が
二
つ
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
と
Ｓ
Ｄ
Ａ
が
一
つ
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
と
な
っ
て

い
る
。
次
に
擁
立
し
た
候
補
者
数
で
見
る
と
、
一
番
多
く
の
候
補
者
を
擁
立
し
た
の
は
Ｎ
Ｓ
Ｐ
の
二
四
人
で
、
以
下
Ｗ
Ｐ
の
二
三
人
、

Ｓ
Ｄ
Ｐ
と
Ｒ
Ｐ
の
一
一
人
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
と
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
七
人
と
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
野
党
間
に
お
い
て
は
候
補
者
の
擁
立
状
況

に
は
差
が
あ
り
、
特
に
Ｗ
Ｐ
と
Ｎ
Ｓ
Ｐ
の
能
力
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

第
三
節　

選
挙
結
果
に
つ
い
て

　

投
票
は
二
〇
一
一
年
五
月
七
日
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
、
全
国
七
三
二
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
た）（（
（

。
二
二
一
万
一
一

〇
二
人
の
有
権
者）（（
（

の
内
、
二
〇
五
万
七
六
九
〇
人
が
投
票
し
、
投
票
率
は
九
三
・
一
八
％
で
あ
っ
た）（（
（

。
即
日
開
票
の
結
果
、
Ｐ
Ａ
Ｐ

は
改
選
議
席
八
七
議
席
中
八
一
議
席
を
獲
得
、
憲
法
改
正
に
必
要
な
三
分
の
二
以
上
の
議
席
を
維
持
し
、
引
き
続
き
国
会
運
営
を
安

定
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
選
挙
結
果
で
注
目
す
べ
き
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
先
ず
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
得
票
率
は
過
去
最
低
を
記
録
し
た
（
図
１
参
照
）。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
独
立
後
（
一
九
六
五
年
以
後
）
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
最
低
得
票
率
は
一
九
九
一
年
の
六
一
・
〇
％
で
あ
っ
た
が
、
今

回
は
そ
れ
を
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
六
〇
・
一
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
議
席
数
に
お
い
て
も
、
過
去
最
大
の
議
席
数
を
失
っ
た
。

独
立
後
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
最
多
落
選
者
数
は
一
九
九
一
年
の
四
人
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
二
人
上
回
る
六
人
が
落
選
し
た
（
表
１

参
照
）。
さ
ら
に
、
今
回
の
選
挙
で
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
初
め
て
敗
北
し
た
。

　

次
に
野
党
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
で
あ
る
。
野
党
が
獲
得
し
た
六
議
席
は
、
ホ
ウ
ガ
ン
（H

ougang

）
小
選
挙
区
と
、
定
数
五
人

の
ア
ル
ジ
ュ
ニ
ー
ド
（A

ljunied

）
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
野
党
候
補
者
の
投
票
に
よ
る
当
選
者
数
が
九
人
を
下

回
っ
た
た
め
、
憲
法
の
規
定
に
よ
り
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
が
三
人
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
野
党
の
中
で
最
も
得
票
率
の
高
か
っ
た
選
挙

区
と
候
補
者
は
、
一
一
四
票
差
で
落
選
し
た
ポ
ト
ン
・
パ
シ
ー
ル
（Potong Pasir
）
小
選
挙
区
の
リ
ナ
・
チ
ャ
ム
（Lina Chiam

）
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Ｓ
Ｐ
Ｐ
候
補
（
得
票
率
四
九
・
六
％
）、
三
八
二
票
差
で
落
選
し
た
ジ
ュ
ー
・
チ
ャ
ッ
ト
（Joo Chiat

）
小
選
挙
区
の
イ
ー
・
ジ
ェ
ン

ジ
ョ
ン
（Y

ee Jenn Jong

）
Ｗ
Ｐ
候
補
（
得
票
率
四
九
％
）、
次
い
で
一
万
五
五
三
票
差
で
落
選
し
た
イ
ー
ス
ト
・
コ
ー
ス
ト
（East 

Coast
）
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
の
Ｗ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
（
得
票
率
四
五
・
二
％
）
で
あ
っ
た
（
表
６
参
照
）。

　

選
挙
管
理
委
員
長
（Returning O

ffi
cer

）
は
、
落
選
し
た
候
補
者
に
対
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
就
任
受
諾
の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、

五
月
一
六
日
に
小
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し
た
先
の
二
人
と
、
イ
ー
ス
ト
・
コ
ー
ス
ト
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ギ
ャ
ム
（Gerald 

Giam

）
が
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
当
選
し
た
こ
と
を
発
表
し
た）（（
（

。
こ
の
結
果
、
新
し
い
議
会
の
議
席
数
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
八
一
議
席
、
Ｗ

Ｐ
が
八
議
席
、
そ
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｐ
が
一
議
席
と
い
う
配
分
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
選
挙
区
ご
と
の
選
挙
結
果
の
違
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
回
の
選
挙
で
野
党
は
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
善
戦
し
た
。
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｒ
Ｃ

は
野
党
に
と
っ
て
は
挑
戦
が
は
ば
か
ら
れ
る
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
表
３
は
過
去
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
小
選
挙
区
お
よ
び
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に

お
い
て
無
投
票
で
当
選
が
確
定
し
た
選
挙
区
の
割
合
を
表
し
て
い
る
。
一
九
八
八
年
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
度
の
導
入
後
、
無
投
票
で
当
選
が

決
ま
っ
た
選
挙
区
は
圧
倒
的
に
Ｇ
Ｒ
Ｃ
が
多
く
、
小
選
挙
区
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
毎
回
全
選
挙
区
に
お
い
て
投
票
が
実
施
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
野
党
は
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
の
選
挙
活
動
を
回
避
し
て
き
た
動
向
が
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
選
挙
に
お

い
て
、
野
党
が
善
戦
し
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
苦
戦
し
た
の
は
、
過
去
に
お
い
て
野
党
が
選
挙
活
動
に
主
力
を
注
い
で
き
た
小
選
挙
区
で
は
な
く

Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
あ
っ
た
。
表
７
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
野
党
の
平
均
得
票
率
三
九
・
九
％
以
上
を
獲
得
し
た
選
挙
区
は
全
部
で
一
四

選
挙
区
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
半
数
以
上
の
八
選
挙
区
は
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
あ
っ
た
（
表
７
参
照
）。

　

以
上
、
与
野
党
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
野
党
間
の
選
挙
結
果
の
違
い
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。
ま
ず

は
候
補
者
を
擁
立
し
た
選
挙
区
で
の
得
票
率
に
つ
い
て
で
あ
る
。
野
党
全
体
の
得
票
率
は
前
回
の
三
三
・
四
％
か
ら
三
九
・
九
％
へ

と
六
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
野
党
の
中
で
最
も
得
票
率
が
高
か
っ
た
の
は
、
Ｗ
Ｐ
の
四
六
・
六
％
で
あ
り
、
次
に
Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
四

一
・
四
％
、
そ
し
て
Ｎ
Ｓ
Ｐ
の
三
九
・
三
％
と
続
い
て
い
る
（
図
２
参
照
）。
こ
の
結
果
を
前
回
の
二
〇
〇
六
年
総
選
挙
時
の
得
票
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選挙区 PAP 野党 得票率 与党の得票率 野党の得票率
Hougang 35.2 WP 64.8 30%以上 60%以上
Aljunied 5Member GRC 45.3 WP 54.7 40%以上 50%以上
Potong Pasir 50.4 SPP 49.6

50%以上 40%以上

Joo Chiat 51.0 WP 49.0
East Coast 5Member GRC 54.8 WP 45.2
Marine Parade 5Member GRC 56.6 NSP 43.4
BishanToa Payoh 5Member GRC 56.9 SPP 43.1
Tampines 5Member GRC 57.2 NSP 42.8
Sengkang West 58.1 WP 41.9
Nee Soon 5Member GRC 58.4 WP 41.6
MoulmeinKallang 4Member GRC 58.6 WP 41.4
Mountbatten 58.6 NSP 41.4
Punggol East* 54.5 WP 41.0
HollandBukit Timah 4Member GRC 60.1 SDP 39.9

60%以上 30%以上

Pioneer 60.7 NSP 39.3
Chua Chu Kang 5Member GRC 61.2 NSP 38.8
Sembawang 5Member GRC 63.9 SDP 36.1
Pasir RisPunggol 6Member GRC 64.8 SDA 35.2
Whampoa 66.1 NSP 33.9
Bukit Panjang 66.3 SDP 33.7
West Coast 5Member GRC 66.6 RP 33.4
Yuhua 66.9 SDP 33.1
Jurong 5Member GRC 67.0 NSP 33.0
Radin Mas 67.1 NSP 32.9
Ang Mo Kio 6Member GRC 69.3 RP 30.7
Hong Kah North 70.6 SPP 29.4 70%以上 20%以上
Punggol East* — SDA 4.5 — 0%以上
注：*Punggol East 小選挙区では PAP、SDP そして WP から候補者が出た。
出所 : Gazette, 13 May 2011 より筆者作成

表７　選挙区ごとの得票率（％）（野党の得票率の高い順で並べ替えたもの）

候補者数
（人）

当選者数
（人）

得票率
（%）

無投票
当選者数（人）

獲得した
議席数（人）

PAP 82 76 60.1 5 81
WP 23 6 46.6 0 6
NSP 24 0 39.3 0 0
SPP 7 0 41.4 0 0
SDP 11 0 36.8 0 0
RP 11 0 31.8 0 0
SDA 7 0 30.1 0 0

表８　政党別の選挙結果

出所 : ST, 8 May 2011 より
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率
と
比
較
す
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ａ
を
除
い
て
全
て
の
野
党
が
今
回
は
そ
の
得
票
率
を
伸
ば
し
た
。
中
で
も
最
も
得
票
率
を
伸
ば
し
た
の
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
一
・
六
倍
で
あ
り
、
次
に
Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
一
・
三
倍
、
そ
し
て
Ｗ
Ｐ
お
よ
び
Ｎ
Ｓ
Ｐ
の
一
・
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
選
挙
区
ご
と
に
野
党
の
得
票
率
の
高
い
順
に
並
べ
た
表
７
か
ら
は
、
野
党
で
最
も
高
い
得
票
率
を
獲
得
し
た
の
は
ア
ル

ジ
ュ
ニ
ー
ド
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る
Ｗ
Ｐ
の
五
四
・
七
％
で
あ
り
、
最
低
得
票
率
は
プ
ン
ゴ
ル
・
イ
ー
ス
ト
（Punggol East

）
Ｓ
Ｍ
Ｃ

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
四
・
五
％
で
あ
っ
た）（（
（

。
こ
の
選
挙
区
は
今
回
の
総
選
挙
で
た
だ
一
カ
所
だ
け
三
つ
ど
も
え
の
選
挙
戦
（three

cornered fight
）
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
与
野
党
の
一
騎
打
ち
で
あ
っ
た
選
挙
区
に
お
け
る
最
低
得
票
率
は
ホ

ン
・
カ
・
ノ
ー
ス
（H

ong K
ah N

orth

）
Ｓ
Ｍ
Ｃ
に
お
け
る
Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
二
九
・
四
％
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
今
回
の
総
選
挙
で
の
野
党
全
体
の
得
票
率
は
三
九
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、
Ｗ
Ｐ
だ
け
が
全
て
の
選
挙
区

に
お
い
て
こ
の
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｗ
Ｐ
が
野
党
全
体
の
得
票
率
を
引
き
上
げ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
言

え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
野
党
は
全
体
と
し
て
得
票
率
を
伸
ば
し
た
が
、
野
党
同
士
の
選
挙
結
果
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
興
味
深

い
違
い
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
Ｗ
Ｐ
は
当
選
者
を
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
だ
け
で
な
く
、
落
選
し
た
全
て
の
選
挙
区
に
お

い
て
も
四
割
以
上
の
得
票
率
を
獲
得
し
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｗ
Ｐ
と
同
じ
規
模
の
候
補
者
を
擁
立
し
、
同
じ

数
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
挑
戦
し
た
Ｎ
Ｓ
Ｐ
も
そ
の
政
党
と
し
て
の
存
在
力
を
充
分
に
示
し
た
選
挙
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

第
二
章　

選
挙
制
度
の
変
遷

　

本
章
で
は
、
過
去
に
改
正
ま
た
は
新
た
に
導
入
さ
れ
た
選
挙
制
度
を
概
観
し
、
こ
う
し
た
選
挙
制
度
が
導
入
さ
れ
た
背
景
と
そ
の

影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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先
述
の
よ
う
に
、
政
権
与
党
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
独
立
後
の
全
て
の
総
選
挙
に
お
い
て
圧
勝
し
て
き
た
。
こ
の
勝
利
は
過
去

の
選
挙
制
度
の
改
革
を
考
慮
に
入
れ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
過
去
の
選
挙
結
果
は
選
挙
制
度
を
組
み
替
え
て
い

く
過
程
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
過
去
の
選
挙
制
度
改
革
を
検
討
す
る
作
業
を
通
し
て
、
前
章
で
見
た
選
挙
結
果

は
選
挙
制
度
と
も
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
本
章
で
は
、
非
選
挙
区
議
員
制
度
（
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）、
集
団
代
表
選
挙

区
制
度
（
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
も
言
及
す
る）（（
（

。
同
国
に
お
い
て
は
こ
の
他
に
も
国
会
議
員
の
選
出
方
法
の
改
正

と
し
て
、
任
命
議
員
（N

om
inated M

em
ber of Parliam

ent, N
M

P

）
制
度
の
導
入
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
議
員
の
選
出
に
は
総
選
挙

は
直
接
関
係
し
な
い
の
で
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

　

第
一
節　

非
選
挙
区
制
度
の
導
入
（
一
九
八
四
年
）

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
選
挙
は
植
民
地
時
代
の
一
九
四
八
年
に
始
ま
っ
た
。
当
時
は
小
選
挙
区
制
と
中
選
挙
区
制
が
並
立
し
て
い
た
が
、

続
く
一
九
五
一
年
選
挙
か
ら
は
小
選
挙
区
制
に
一
本
化
さ
れ
た）（（
（

。
そ
し
て
一
九
八
四
年
に
非
選
挙
区
議
員
選
挙
制
が
導
入
さ
れ
る
ま

で
、
議
会
選
挙
は
す
べ
て
小
選
挙
区
制
度
で
行
わ
れ
た
。

　

一
九
八
四
年
の
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
、
国
会
議
員
は
選
挙
で
当
選
し
た
議
員
と
、
落
選
し
た
野
党
候
補
者
の
中
で
最
も
得
票
率
の

高
か
っ
た
六
人
以
下
の
非
選
挙
区
議
員
（
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
選
挙
で
落
選
し
た
候

補
者
が
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
「
当
選
」（declare elected

）
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
議
員
活
動
に
は
、
国
会
で
の
憲
法

改
正
案
、
歳
出
法
案
、
内
閣
不
信
任
案
な
ど
の
議
決
に
加
わ
れ
な
い
と
い
う
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る）（（
（

。
ま
た
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
定
数

は
、
当
選
し
た
野
党
議
員
数
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
野
党
候
補
者
が
選
挙
で
六
人
当
選
し
た
場
合
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
は
生

ま
れ
な
い
。
同
じ
く
、
五
人
が
投
票
で
当
選
し
た
場
合
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
は
一
人
だ
け
当
選
す
る
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
定
数
は
六
人
と
記
し
た
が
、
実
際
に
は
憲
法
改
正
と
同
時
に
改
正
さ
れ
た
議
員
選
挙
法
（Parliam

entary Elections 
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A

ct

）
で
、
大
統
領
の
命
令
が
な
い
限
り
総
選
挙
で
は
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
は
三
人
ま
で
と
規
定
さ
れ
て
き
た）（（
（

。
こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
定

数
は
野
党
候
補
者
が
三
人
当
選
し
た
場
合
は
零
人
で
あ
り
、
同
じ
く
一
人
当
選
し
た
場
合
は
二
人
が
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
当
選
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た）（（
（

。
な
お
後
述
す
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
定
数
は
長
ら
く
三
人
に
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
四
月
の
憲

法
改
正
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
定
数
が
九
人
へ
と
増
員
さ
れ
た
。
同
時
に
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
数
を
制
限
し
て
き
た
議
員
選
挙
法
の
条
文

は
削
除
さ
れ
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
は
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
最
大
数
の
九
名
ま
で
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）（（
（

。
こ
の
結
果
、
今
回
の
総
選

挙
で
は
六
人
の
野
党
候
補
者
が
当
選
し
た
た
め
、
三
人
の
野
党
の
落
選
者
が
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
当
選
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
選
挙
制
度
を
大
き
く
変
え
た
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
制
度
は
、
一
九
八
四
年
の
総
選
挙
に
先
立
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
背

景
に
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
選
挙
で
の
敗
北
が
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
一
九
六
五
年
の
独
立
後
、
六
八
年
、
七
二
年
、
七
六
年
、
八
〇
年

の
総
選
挙
で
、
い
ず
れ
も
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
全
選
挙
区
に
お
い
て
勝
利
し
国
会
議
席
を
独
占
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
一
年
に
ア
ン
ソ

ン
（A

nson

）
小
選
挙
区
で
行
わ
れ
た
補
欠
選
挙
（
改
選
議
席
数
一
人
）
で
、
独
立
後
初
め
て
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
野
党
に
敗
れ
た）（（
（

。

　

野
党
議
員
が
誕
生
し
た
国
会
に
お
い
て
当
時
の
首
相
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
は
、
国
会
で
の
野
党
議
員
の
必
要
性
に
気
づ
い
た
と
し

て
、
次
の
三
点
か
ら
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
制
の
導
入
の
必
要
性
を
訴
え
た）（（
（

。
そ
れ
ら
は
第
一
に
、
過
去
に
は
（
一
九
五
〇
年
か
ら
六
〇
年
）
議

会
に
存
在
し
た
強
力
な
野
党
議
員
と
対
峙
し
た
こ
と
が
な
い
、
若
い
Ｐ
Ａ
Ｐ
議
員
に
議
会
で
の
討
論
能
力
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
第

二
に
、
与
党
議
員
よ
り
も
野
党
議
員
の
方
が
信
頼
で
き
有
能
で
あ
る
と
い
う
幻
想
を
も
っ
て
い
る
、
同
じ
く
過
去
の
野
党
議
員
を
知

ら
な
い
有
権
者
に
、
野
党
議
員
の
役
に
立
た
な
い
姿
を
見
せ
る
た
め
、
第
三
に
、
政
府
の
不
法
行
為
、
汚
職
、
ネ
ポ
テ
ィ
ズ
ム
な
ど

と
い
っ
た
根
拠
の
な
い
噂
が
野
党
議
員
に
情
報
と
し
て
集
ま
り
、
野
党
議
員
は
こ
う
し
た
噂
は
根
拠
の
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
し
た
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
制
導
入
提
案
に
対
し
て
、
唯
一
の
野
党
議
員
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ヤ
ラ
ト
ナ
ム
は
、
憲
法
改
正
や
予
算
案
の
議
決
に
参
加
で

き
な
い
、
骨
抜
き
に
さ
れ
た
野
党
議
員
な
ど
意
味
が
な
い
と
し
て
反
対
し
た
。
彼
は
、
も
し
も
国
会
に
野
党
議
員
を
望
む
の
な
ら
ば
、
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Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
制
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
野
党
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
の
方
が
大
切
だ
と
し
て
、
政
治
集
会
の
自
由
、

放
送
局
の
中
立
性
、
政
府
を
批
判
し
た
た
め
に
国
内
治
安
法
（Internal Security A

ct

）
に
よ
り
国
外
退
去
さ
せ
ら
れ
た
人
の
身
分

保
障
を
し
た
上
で
の
帰
国
を
認
め
る
、
総
選
挙
は
中
立
的
な
立
場
の
委
員
会
の
下
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
そ
し
て
所
属
政
党
を

変
更
し
て
も
議
員
が
失
職
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
憲
法
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た）（（
（

。
結
局
、
与
党
が
多
数
を
占
め
る

国
会
に
お
い
て
、
憲
法
改
正
案
と
、
議
員
選
挙
法
改
正
案
は
議
会
を
通
過
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
八
四
年
八
月
一
〇
日
と
、
八
月
二
二

日
か
ら
施
行
さ
れ
た）（（
（

。

　

選
挙
制
度
改
正
四
カ
月
後
の
一
二
月
二
二
日
投
開
票
さ
れ
た
総
選
挙
に
お
い
て
、
野
党
か
ら
の
当
選
者
は
Ｗ
Ｐ
の
ジ
ャ
ヤ
ラ
ト
ナ

ム
と
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
チ
ャ
ム
・
シ
ー
ト
ン
だ
け
で
あ
っ
た
。
野
党
議
員
の
当
選
は
二
人
だ
っ
た
た
め
に
、
選
挙
管
理
委
員
長
は
最
も
得
票

率
の
高
か
っ
た
Ｗ
Ｐ
の
ネ
ア
（M

.P.D
. N

air

）
を
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
当
選
し
た
と
発
表
し
た
が）（（
（

、
Ｗ
Ｐ
執
行
部
は
全
会
一
致
で
ネ
ア

の
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
へ
の
就
任
を
拒
否
し
た）（（
（

。
そ
の
た
め
、
次
に
得
票
率
の
高
か
っ
た
タ
ン
・
チ
ー
キ
エ
ン
（T

an Chee K
ien

））
（（
（

が
Ｎ
Ｃ

Ｍ
Ｐ
と
し
て
当
選
し
た
と
発
表
さ
れ
た
が
、
彼
も
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
へ
の
就
任
を
拒
否
し
た
。
結
果
と
し
て
、
一
九
八
四
年
選
挙
で
は
Ｎ
Ｃ

Ｍ
Ｐ
は
誕
生
し
な
か
っ
た
。

　

Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
が
実
際
に
誕
生
し
た
の
は
、
次
の
総
選
挙
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
八
八
年
九
月
三
日
投
開
票
の
総
選
挙
の
結
果
、

野
党
候
補
者
の
当
選
は
一
人
だ
っ
た
の
で
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
定
数
は
二
人
と
な
っ
た
。
落
選
し
た
野
党
候
補
者
の
中
で
最
も
得
票
率
の
高

か
っ
た
の
は
、
四
九
・
一
％
を
獲
得
し
た
ユ
ー
ノ
ス
（Eunos

）
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
Ｗ
Ｐ
グ
ル
ー
プ）（（
（

で
あ
っ
た
。
前
回
の
選
挙
で
は
Ｎ
Ｃ
Ｍ

Ｐ
制
度
の
受
入
を
拒
否
し
た
Ｗ
Ｐ
執
行
部
で
あ
っ
た
が
、
有
権
者
の
半
数
近
い
票
を
獲
得
し
た
以
上
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
制
度
に
は
引
き
続

き
反
対
す
る
が
、
有
権
者
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
制
度
を
受
け
入
れ
る
と
発
表
し
た）（（
（

。
こ
う
し
て
、
一
九
八
八
年
以
降

は
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
が
選
出
さ
れ
て
き
た）（（
（

（
表
９
参
照
）。

　

有
権
者
が
積
極
的
に
野
党
に
投
票
し
な
く
と
も
、
一
定
数
の
野
党
議
員
の
存
在
を
約
束
す
る
こ
の
制
度
は
、
以
下
の
二
点
に
お
い
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て
そ
の
後
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
治
に
影
響
を
与
え
た
。
第
一
に
、
こ

の
制
度
の
導
入
後
、
全
て
の
総
選
挙
で
、
野
党
議
員
が
議
会
に
存
在
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
野
党
議
員
の
能
力
や
技
量
と
い
う
も
の

が
国
会
、
お
よ
び
草
の
根
の
活
動
の
中
か
ら
有
権
者
に
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
制
度
の
導
入
当
初
は
野
党
議
員
の
無
力
さ
を
証
明
す
る
た

め
で
あ
っ
た
制
度
は
、
そ
の
後
、
導
入
者
の
意
図
に
反
し
て
野
党
の
信

頼
性
、
有
能
さ
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
二
〇
〇
六
年
総
選

挙
の
結
果
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
当
選
し
た
シ
ル
ビ
ア
・
リ
ム
（Sylvia 

Lim

））
（（
（

は
、
国
会
に
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
抱
え
る
政
治
・
社
会
問
題
な

ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
政
府
に
対
し
て
質
問
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
抱

え
る
社
会
・
経
済
的
問
題
を
国
民
に
共
有
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

一
九
八
四
年
に
導
入
さ
れ
た
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
制
は
二
〇
一
〇
年
に
大
き
な

転
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
は
二
〇
〇
九

年
五
月
二
七
日
の
議
会
に
お
い
て
、
国
民
の
政
治
参
加
を
促
す
た
め
の

政
治
改
革
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
多
様
な
意
見
を
国
会
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
選
挙
制
度
の
見
直
し
を
行
う
と
発
表
し
た
。
具
体
的
に
は
、
憲

法
を
改
正
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
を
六
名
か
ら
九
名
へ
増
員
し
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
定

数
と
Ｇ
Ｒ
Ｃ
を
そ
れ
ぞ
れ
縮
小
し
、
小
選
挙
区
を
増
や
す
と
し
た）（（
（

。
こ

う
し
た
選
挙
制
度
の
改
革
は
、
野
党
に
有
利
に
な
っ
た
と
ま
で
は
言
え

総選挙の年 野党の当選者数 氏名 所属政党 注

1984 2 — —
落選野党議員が NCMP
への就任を拒否した。

1988 1 Lee Siew Choh WP
２人が就任予定であっ
たが、１人は国会開会
前に議員資格を失った。

1991 4 — —
３人以上の野党候補者
が当選したため、NCMP
は選出されなかった。

1997 2 J. B. Jeyaretnam WP
2001 2 Steve Chia NSP
2006 2 Sylvia Lim WP

2011 6
Lina Chiam

Yee Jenn Jong
Gerald Giam

SPP
WP
WP

2010 年の憲法改正により
NCMP の定数が９人に
増員された。

表９　NCMP の一覧

出所 : 筆者作成
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な
く
と
も
、
以
前
よ
り
も
不
利
な
立
場
に
追
い
込
む
改
革
で
は
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
総
選
挙
で
は
国
会
が
解
散
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
リ
ー
首
相
の
国
会
改
革
の
意
向
が
、
憲
法
改
正
お
よ
び

選
挙
区
の
変
更
と
い
う
形
で
実
現
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
今
回
の
選
挙
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
観
測
が
流
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
今
回
の
選
挙
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
程
度
織

り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
節　

集
団
代
表
選
挙
区
制
度
の
導
入
（
一
九
八
八
年
）

　

次
に
注
目
す
べ
き
選
挙
制
度
は
一
九
八
八
年
に
導
入
さ
れ
た
集
団
代
表
選
挙
区
（
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）
制
度
で
あ
る
。
同
年
の
憲
法
改
正
に

よ
り
、
国
会
は
小
選
挙
区
選
出
の
議
員
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
、
そ
し
て
Ｇ
Ｒ
Ｃ
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｇ
Ｒ
Ｃ
と
は
、
三
つ
の
小
選
挙
区
を
合
併
し
て
一
つ
の
集
団
代
表
選
挙
区
と
し
、
そ
の
定
数
は
合
併
し
た
小
選
挙
区
の
数
と
同
じ

に
す
る
制
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
定
数
は
三
人
と
な
る
。
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
各
政
党
は
、
三
人
で
構
成
す
る
集
団
と
し
て

立
候
補
し
、
構
成
員
の
少
な
く
と
も
一
人
は
、
マ
レ
ー
人
、
イ
ン
ド
人
、
ま
た
は
そ
の
他
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
ま

ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た）（（
（

。
当
初
は
定
数
が
三
人
で
あ
っ
た
Ｇ
Ｒ
Ｃ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
総
選
挙
に
お
い
て
そ

の
規
模
を
拡
大
し
た
。

　

投
票
の
際
に
有
権
者
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
で
の
投
票
と
同
じ
よ
う
に
政
党
名
を
選
択
し
て
投
票
し
、
そ
れ
を
受
け
て
最
も
得
票
数
の
多

か
っ
た
政
党
の
集
団
が
全
員
当
選
す
る
。
な
お
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
国
会
で
の
権
限
は
前
述
し
た
よ
う
に
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
集
団
代

表
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
国
会
議
員
の
国
会
で
の
権
限
は
小
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
と
同
等
で
あ
る
。

　

こ
の
新
し
い
選
挙
制
度
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
意
見
も
適
切
に
国
会
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
た
。
憲
法
改
正
法
案
上
程
の
際
に
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
首
相
（
当
時
）
は
、
改
正
が
必
要
な
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
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憲
法
改
正
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
議
会
に
は
常
に
多
民
族
社
会
の
特
徴
を
反
映
す
る

マ
レ
ー
人
、
華
人
、
イ
ン
ド
人
の
議
員
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
、
選
挙
に
参
加
す
る
政
党
が
一
つ
の
民
族
集
団
の
利
害
だ
け
を
主

張
す
る
の
で
は
な
く
、
多
民
族
社
会
の
調
和
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
、
そ
し
て
、
英
国
流
（
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
モ
デ
ル
）
の
一

人
一
票
、
そ
し
て
小
選
挙
区
制
度
そ
の
も
の
は
、
必
ず
し
も
マ
レ
ー
人
や
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
適
切
な
代
表
者
を
選
出
し
な

い
が
、
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
三
つ
の
種
族
が
議
会
に
代
表
さ
れ
る
権
利
が
憲
法
で
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
る）（（
（

。

　

こ
う
し
た
憲
法
改
正
の
提
案
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
社
会
背
景
が
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
英
国
の
植
民
地
統
治
、
と
り
わ
け

分
割
統
治
が
導
入
さ
れ
た
結
果
、
特
定
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
特
定
の
地
域
に
偏
在
し
て
お
り
、
全
国
的
に
は
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
も
、
ア
ラ
ブ
人
街
、
イ
ン
ド
人
街
、
マ
レ
ー
人
街
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域

的
に
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
選
挙
区
の
区
割
り
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
居
住
地
域
が
重
な
れ
ば
、
小

選
挙
区
制
度
で
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
益
を
代
表
す
る
候
補
者
が
当
選
す
る
可
能
性
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
旧
居
住
地
域
の
再
開
発

と
新
興
住
宅
地
の
開
発
に
よ
っ
て
、
少
数
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
居
住
地
も
解
体
さ
れ
、
彼
ら
は
全
国
に
散
ら
ば
り
、
あ
ら
ゆ

る
地
域
に
お
い
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
で
、
小
選
挙
区
制
度
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
意
見
が
国

会
に
反
映
さ
れ
る
（
議
席
を
獲
得
す
る
）
機
会
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
度
の
導
入
に
対
し
て
は
、
当
初
よ
り
賛
成
意
見
と
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
批
判
的
な
意
見
を
表
明
し
た
野
党
の
主

張
は
二
つ
あ
っ
た
。、
一
つ
は
こ
の
選
挙
改
革
に
よ
っ
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
逆
差
別
が
生
じ
る
と
い
う
懸
念
、
も
う
一
つ
は

Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
を
利
用
し
て
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
全
議
席
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
疑
念
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
が
与
党
に
有
利
に
働
く
と
野
党
が
主
張
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
直
近
の
総
選
挙
で
は
野
党
議
員
は

二
名
し
か
誕
生
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
は
別
の
政
党
に
属
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野
党
が
一
つ
の
小
選
挙
区

で
一
人
し
か
当
選
さ
せ
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況
下
で
選
挙
区
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
政
党
組
織
が
万
全
で
は
な
い
野
党
に
対
し
て
よ
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り
負
担
を
強
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
政
党
組
織
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
野
党
に
と
っ
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
最
低
三

名
の
人
材
の
リ
ク
ル
ー
ト
が
必
要
と
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
選
挙
区
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
挙
活
動
を
よ
り
広
範
囲
に
展

開
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
制
度
は
野
党
に
と
っ
て
不
利
な
選
挙
改
革
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た）（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
野
党
か
ら
の
反
対
意
見
が
あ
っ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
憲
法
改
正
法
案
と
議
員
選
挙
法
改
正
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

九
八
八
年
五
月
三
一
日
お
よ
び
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た）（（
（

。

　

一
九
八
八
年
総
選
挙
の
集
団
選
挙
区
の
数
は
三
つ
の
小
選
挙
区
を
合
併
し
て
定
数
三
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
そ
の
規
模
は
拡
大

し
て
い
っ
た
。
一
九
九
一
年
総
選
挙
に
お
い
て
は
四
つ
の
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
合
併
し
た
定
数
四
名
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
が
誕
生
し
、
一
九
九
七
年
の
総

選
挙
で
は
同
じ
く
定
数
六
人
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
が
登
場
し
た
。
Ｇ
Ｒ
Ｃ
数
の
増
加
に
伴
っ
て
Ｇ
Ｒ
Ｃ
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
の
割
合
も
増
加

し
た
。
制
度
の
導
入
当
初
は
議
員
定
数
の
半
数
以
下
（
四
八
％
）
で
あ
っ
た
が
、
続
く
総
選
挙
で
は
七
四
％
に
増
大
し
、
一
九
九
七

年
総
選
挙
か
ら
は
九
〇
％
近
い
議
員
が
Ｇ
Ｒ
Ｃ
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
（
以
上
、
表
10
参
照
）。

　

今
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
は
、
先
述
し
た
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
制
の
見
直
し
と
同
時
に
Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
改
革
に
も
着

手
し
た
。
二
〇
〇
九
年
五
月
二
七
日
の
議
会
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
定
数
を
縮
小
し
、
小
選
挙
区
選
出
の
議
員
を
増
や
す
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
一
つ
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
定
数
の
平
均
が
五
・
四
名
で
あ
っ
た
も
の
を
、
五
名
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
発
表

し
た）（（
（

。
新
し
い
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
定
数
と
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
総
数
は
二
〇
一
一
年
二
月
二
四
日
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ

う
に
、
新
し
い
選
挙
区
の
区
割
り
で
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
数
は
九
か
ら
一
二
へ
と
増
加
し
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
数
は
前
回
よ
り
一
選
挙
区
増
え
て
一

五
選
挙
区
と
な
っ
た
が
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
定
数
の
平
均
は
公
約
通
り
五
・
四
か
ら
五
・
〇
へ
と
低
下
し
、
総
議
員
数
に
お
け
る
Ｇ
Ｒ
Ｃ
選

出
議
員
の
割
合
も
前
回
選
挙
と
比
較
し
て
低
下
し
た
（
表
10
参
照
）。
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第
三
節　

選
挙
制
度
改
革
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

選
挙
制
度
の
改
革
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
総
選
挙
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
本
節
で
は
国
民
の
参
政
権
と
の
関
係
を
中

心
に
Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
度
導
入
の
影
響
を
検
討
す
る
。

　

Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
が
導
入
さ
れ
た
後
、
一
九
九
一
年
選
挙
か
ら
二
〇
〇
一
年
選
挙
ま
で
の
三
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
立
候
補
受
付
日
に

与
党
の
過
半
数
の
議
席
が
無
投
票
で
確
定
し
て
い
る
（
表
３
参
照
）。
立
候
補
受
付
日
に
与
党
の
勝
利
が
確
定
し
て
し
ま
う
背
景
に

は
、
野
党
の
補
欠
選
挙
戦
術
（ByElection Strategy

））
（（
（

と
呼
ば
れ
る
野
党
間
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
以
上
に
、
集
団
代
表
選
挙
区
制
の
導
入
が
野
党
に
候
補
者
擁
立
の
負
担
を
増
大
さ
せ
、
総
選
挙
で
は
政
権
交
代
の
可
能
性
が
皆
無

と
い
う
状
況
を
作
り
出
し
た
。
実
際
に
Ｇ
Ｒ
Ｃ
が
導
入
さ
れ
た
一
九
八
八
年
以
降
、
野
党
は
ほ
ぼ
全
て
の
小
選
挙
区
に
お
い
て
候
補

者
を
擁
立
し
、
小
選
挙
区
か
ら
の
無
投
票
当
選
者
は
八
八
年
の
二
人
、
九
一
年
の
一
人
し
か
出
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
野
党
は
選

挙
の
主
戦
場
を
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
は
な
く
、
小
選
挙
区
に
求
め
た
と
言
え
る
。

　

Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
野
党
が
候
補
者
を
擁
立
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
選
挙
区
ご
と
の
定
数
拡
大
と
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
増

加
と
相
ま
っ
て
、
有
権
者
の
参
政
権
の
行
使
に
深
刻
な
状
況
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
表
10
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
初
は
定
数

三
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
選
挙
で
定
数
は
四
人
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
九
七
年
総
選
挙
で
は
同
六
人

の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
も
誕
生
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
選
挙
区
自
体
の
数
も
増
加
し
た
。
八
八
年
時
に
は
、
全
選
挙
区
中
Ｇ
Ｒ
Ｃ
選
挙
区

の
数
の
割
合
は
二
四
％
で
あ
っ
た
が
、
続
く
九
一
年
総
選
挙
で
は
四
二
％
、
九
七
年
総
選
挙
で
は
六
三
％
の
選
挙
区
が
Ｇ
Ｒ
Ｃ
と
設

定
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
八
八
年
総
選
挙
で
は
全
有
権
者
の
八
七
％
が
投
票
に
参
加
で
き
た
が
、
そ
の
後
そ
の
数
は
低
下
し
、
九
一

年
は
五
〇
％
、
九
七
年
は
三
九
％
、
二
〇
〇
一
年
は
三
三
％
、
そ
し
て
〇
六
年
で
は
五
七
％
と
な
っ
て
い
た
（
図
４
参
照
）。
こ
の

よ
う
に
一
九
八
八
年
総
選
挙
以
降
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
有
権
者
の
多
く
が
総
選
挙
時
で
参
政
権
を
行
使
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。

　

選
挙
戦
が
、
限
ら
れ
た
選
挙
区
、
と
り
わ
け
小
選
挙
区
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
そ
の
資
源
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を
限
ら
れ
た
選
挙
区
に
集
中
的
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

無
投
票
当
選
が
多
か
っ
た
選
挙
、
す
な
わ
ち
投
票
に
参
加
で
き
た
有
権

者
が
少
な
い
総
選
挙
で
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
得
票
率
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
見

て
取
れ
る
が
、
こ
れ
は
実
際
に
選
挙
が
行
わ
れ
た
選
挙
区
が
少
な
か
っ

た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
（
図
４
参
照
）。

　

Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
半
数
以
上
に
お
い
て
投
票
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
状
況

（
表
３
参
照
）
と
、
国
会
議
員
の
九
割
近
く
が
Ｇ
Ｒ
Ｃ
選
出
議
員
と

な
っ
た
（
表
10
参
照
）　

結
果
、
多
く
の
新
人
候
補
者
は
国
民
の
審
判
を

受
け
る
こ
と
な
く
議
員
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
七
年
総
選

挙
の
際
に
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
二
四
人
の
新
人
候
補
を
擁
立
し
た
が
、
こ
の

う
ち
三
人
が
小
選
挙
区
か
ら
、
二
一
人
が
一
四
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
分
か
れ
て

立
候
補
し
た
。
こ
の
総
選
挙
に
お
け
る
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
数
は
一
五
で
あ
り
、

全
て
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
は
現
役
閣
僚
を
中
心
に
し
て
集
団
は
構
成
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
う
ち
実
際
に
投
票
が
行
わ
れ
た
Ｇ
Ｒ
Ｃ
は
五
つ
に
過
ぎ
ず
、

残
り
の
九
つ
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
一
二
人
の
新
人
候
補
者
の
無
投
票
で
の
当
選

が
確
定
し
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
は
、
政
治
家
と
し
て
の
実
績
を

積
み
、
選
挙
に
強
い
閣
僚
議
員
と
抱
き
合
わ
せ
る
形
で
新
人
候
補
者
を

議
会
に
安
全
に
送
り
込
む
役
割
も
果
た
し
て
き
た）（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
独
立
後
の
選
挙
制
度
改
革
、
と
り
わ
け
一
九
八
八

年

GRC の種類と
選挙区数

小選挙区の数 国会議席定数
議員総数に対す
る GRC 選出議
員の割合

全選挙区におけ
る GRC 選挙区
の割合

1988 3 名 GRC × 13 42 81 48% 24%
1991 4 名 GRC × 15 21 81 74% 42%

1997
4 名 GRC × 5
5 名 GRC × 6
6 名 GRC × 4

9 83 89% 63%

2001
5 名 GRC × 9
6 名 GRC × 5

9 84 89% 61%

2006
5 名 GRC × 9
6 名 GRC × 5

9 84 89% 61%

2011
4 名 GRC × 2
5 名 GRC × 11
6 名 GRC × 2

12 87 86% 56%

表 10　GRC と小選挙区の変化

出所 : 筆者作成
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年
に
導
入
さ
れ
た
集
団
代
表
選
挙
区
制
度
は
そ
れ
ま
で
の
選
挙
の
形

と
意
味
を
大
き
く
変
え
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
に
野

党
に
と
っ
て
選
挙
へ
の
参
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
た
、
そ
し
て

第
二
に
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
数
と
Ｇ
Ｒ
Ｃ
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
の
数
が
増
え

た
結
果
、
国
会
議
員
の
半
数
以
上
が
恒
常
的
に
無
投
票
で
選
出
さ
れ

る
と
い
う
状
況
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民
の
参
政
権
を

事
実
上
制
限
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
し
、
そ
う
し
た
結
果
を
も
た
ら

し
た
。
ま
た
、
無
投
票
の
選
挙
区
が
増
え
た
結
果
、
与
党
は
限
ら
れ

た
選
挙
区
で
の
選
挙
戦
に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
独
立
以
来
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
選
挙
に
お

い
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
て
き
た
が
、
そ
の
強
さ
の
背
景
に
は
選

挙
制
度
改
革
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
選
挙
制
度
改
革
は
、
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
よ
う
に
本
来
の
目
的
は
と
も
か
く
、
結
果
的
に
は
Ｐ
Ａ
Ｐ

の
選
挙
戦
に
資
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
Ｇ
Ｒ
Ｃ
制
は
、
野
党
が

Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
の
戦
い
を
回
避
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

野
党
に
と
っ
て
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
存
在
し
て
き
た
。
こ
の
こ

と
を
確
認
す
る
と
、
二
〇
一
二
年
の
総
選
挙
で
Ｇ
Ｒ
Ｃ
が
野
党
の
手

に
落
ち
た
と
い
う
事
実
は
大
き
な
驚
き
と
と
も
に
受
け
取
ら
れ
た
の

も
理
解
で
き
る
。
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第
三
章　

変
化
し
た
選
挙
戦
と
変
容
す
る
社
会

　

二
〇
一
一
年
の
選
挙
で
は
選
挙
戦
の
展
開
に
も
注
目
が
集
ま
っ
た
。
そ
れ
は
従
来
の
選
挙
戦
と
の
相
違
が
明
確
と
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
首
相
時
代
お
よ
び
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
首
相
時
代
の
野
党
候
補
者
は
、「
ふ
ざ
け
た
人
間
、
は
っ
た
り

屋
、
自
転
車
泥
棒
」（jokers, charlatans, bicycle thieves

）
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
上
で
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
選
挙
戦
で
野
党
候

補
者
へ
の
個
人
攻
撃
や
、
選
挙
区
へ
の
露
骨
な
利
益
誘
導
型
の
選
挙
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
た
め
に
政
策
論
争
に
有
権
者
の
注
目

が
集
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た）（（
（

。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
に
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
の
下
で
行
わ
れ
た
選
挙
戦
で
は
、
政
権
与
党
が

国
家
権
力
を
利
用
し
て
有
権
者
の
政
治
的
選
択
の
幅
を
狭
め
る
よ
う
な
剝
き
出
し
の
利
益
誘
導
型
選
挙
は
行
わ
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
選
挙
戦
は
与
野
党
間
で
公
平
な
論
争
を
通
し
て
、
有
権
者
に
政
治
的
選
択
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
彼
の
信
念
の
も
と
で
、

選
挙
戦
の
質
が
変
化
し
て
い
る
。
選
挙
戦
で
は
政
策
論
争
を
選
挙
戦
の
柱
に
し
よ
う
と
い
う
政
権
与
党
の
方
針
転
換
は
、
前
回
二
〇

〇
六
年
総
選
挙
で
は
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
の
選
挙
で
は
、
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
閣
僚
か

ら
も
こ
の
方
針
が
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
た）（（
（

。

　

こ
う
し
た
与
野
党
間
の
政
策
論
争
が
重
要
な
政
治
課
題
と
な
っ
た
の
に
は
、
二
一
世
紀
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
社
会
変
動
が

影
響
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
ま
ず
、
今
回
の
選
挙
戦
に
お
け
る
争
点
を
整
理
し
、
政
策
論
争
の
対
象
と
な
っ
た
社
会
問
題
を

確
認
す
る
。
次
に
、
そ
の
社
会
問
題
が
一
部
の
所
得
階
層
だ
け
に
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
全
国
民
に
と
っ
て
関
心
の

あ
る
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
作
業
を
終
え
た
上
で
、
近
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
国
民
の
世
代
交
代
と
国

民
意
識
の
変
化
を
取
り
上
げ
る
。
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第
一
節　

選
挙
戦
で
の
争
点
の
変
化

　

今
回
の
選
挙
戦
で
の
争
点
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
選
挙
戦
が
単
一
イ
シ
ュ
ー
（
争
点
）
で
争
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
明
確

に
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
こ
で
は
現
地
紙
『
ス
ト
レ
イ
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』（
Ｓ
Ｔ
紙
）
の
報
道
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　

投
票
日
当
日
の
Ｓ
Ｔ
紙
は
、
今
回
お
よ
び
前
回
の
選
挙
戦
で
の
争
点
を
以
下
の
六
点
に
絞
っ
て
比
較
し
て
い
る
（
表
11
参
照
）。

そ
れ
ら
は
有
権
者
の
関
心
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
、
①
物
価
の
上
昇
に
つ
い
て
、
②
住
宅
価
格
の
上
昇
に
つ
い
て
、
③
尊
大
で
横
柄

な
人
々
（Proud A

rrogant People

）
に
つ
い
て
、
④
九
日
間
の
選
挙
戦
に
つ
い
て
、
⑤
多
す
ぎ
る
外
国
人
に
つ
い
て
、
⑥
公
団
住

宅
（
以
下
、
Ｈ
Ｄ
Ｂ
と
略
記
））

（（
（

の
改
修
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

今
回
と
前
回
の
争
点
を
比
較
す
る
と
、
急
激
に
関
心
の
度
合
を
変
化
さ
せ
た
争
点
は
「
Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
改
修
」
と
「
住
宅
価
格
の
上

昇
」
で
あ
る
。
前
者
は
前
回
の
選
挙
時
に
は
最
も
関
心
が
高
か
っ
た
が
、
今
回
の
選
挙
で
は
最
も
関
心
の
低
い
争
点
と
な
っ
た
。
逆

に
後
者
は
、
前
回
の
選
挙
で
は
最
も
関
心
が
低
か
っ
た
が
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
は
最
も
関
心
が
高
い
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

ま
た
、「
物
価
の
上
昇
」、「
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
尊
大
な
態
度
」、「
九
日
間
の
選
挙
戦
」
に
つ
い
て
は
、
前
回
に
お
い
て
も
高
い
関
心
を
集
め

て
い
た
が
、
今
回
の
総
選
挙
で
は
最
も
高
い
関
心
を
集
め
、「
外
国
人
の
問
題
」
に
は
高
い
関
心
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
（
表
11
参
照
））

（（
（

。

　
「
Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
改
修
」
が
争
点
と
し
て
後
退
し
、
そ
の
一
方
で
「
住
宅
価
格
の
上
昇
」
が
争
点
と
し
て
急
浮
上
し
て
き
た
背
景
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
以
降
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
国
民
の
八
割
以
上
が
入
居
す
る
Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
改
修
工
事
の
優
先
順
位
と
、
総
選

挙
で
の
選
挙
結
果
を
連
動
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
者
を
当
選
さ
せ
た
選
挙
区
の
改
修
工
事
は
優
先
的
に
行
い
、
野
党
議
員

を
当
選
さ
せ
た
選
挙
区
の
Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
改
修
工
事
は
後
回
し
に
し
た
。
改
修
工
事
の
優
先
順
位
と
選
挙
結
果
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
、

露
骨
な
利
益
誘
導
型
選
挙
活
動
が
行
わ
れ
た
結
果
、
野
党
議
員
を
選
出
し
た
ホ
ウ
ガ
ン
選
挙
区
お
よ
び
ポ
ト
ン
・
パ
シ
ー
ル
選
挙
区

に
お
い
て
改
修
工
事
は
行
わ
れ
な
か
っ
た）（（
（

。
こ
う
し
た
選
挙
戦
略
に
対
し
て
は
、
政
府
の
財
源
を
政
党
活
動
に
転
用
し
て
い
る
と
い
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う
批
判
を
招
い
た
が
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
工
事
を
進
め
る
上
で
、
政
権

与
党
の
支
持
率
の
高
い
選
挙
区
か
ら
順
番
に
工
事
を
進
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
反
論

し
て
い
た
。
し
か
し
、
前
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
一
億
八
千
万
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
ド
ル
の
改
修
工
事
計
画
を
公
約
に
掲
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
の
野
党
の
二
選
挙

区
に
お
い
て
は
再
び
敗
退
し
た
。

　

改
修
工
事
の
優
先
順
位
を
選
挙
の
争
点
に
す
る
こ
と
だ
け
で
は
野
党
選
挙
区
で
は
勝
て

な
い
と
い
う
現
実
、
そ
し
て
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
っ
た
Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
改
修
工
事
は
多
く

の
与
党
選
挙
区
で
終
了
し
、
野
党
選
挙
区
に
お
い
て
も
改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
と
い
う
事

実
、
そ
し
て
何
よ
り
も
投
票
結
果
と
Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
改
修
を
結
び
つ
け
る
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
選
挙
戦
略

に
対
す
る
国
民
か
ら
の
根
強
い
批
判）（（
（

を
前
に
し
て
、
今
回
の
選
挙
で
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
こ
の
点

を
争
点
の
柱
と
す
る
こ
と
を
控
え
た
。
今
回
の
選
挙
戦
に
お
い
て
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
者
が
、

与
党
選
挙
区
で
進
行
中
の
改
修
工
事
は
、
そ
の
選
挙
区
で
た
と
え
野
党
議
員
が
誕
生
し
た

と
し
て
も
改
修
工
事
を
中
止
し
な
い
と
明
言
し
た
よ
う
に
、
選
挙
結
果
と
Ｈ
Ｄ
Ｂ
の
改
修

工
事
を
連
動
さ
せ
る
利
益
誘
導
型
選
挙
戦
術
を
と
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
点

に
は
関
心
が
集
ま
ら
な
か
っ
た）（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
過
去
の
選
挙
戦
で
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
有
権
者
の
生
活
基
盤
の
一
つ
で
あ
る

住
宅
問
題
と
投
票
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
、
典
型
的
な
利
益
誘
導
型
の
選
挙
戦
を
展
開
し

て
き
た
た
め
に
、
与
野
党
間
の
政
策
論
争
が
中
心
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
今

回
の
選
挙
戦
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
利
益
誘
導
型
選
挙
戦
略
を
控
え
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
と

注目度 低い
（Cool）

そこそこ
（Lukewarm）

高い
（Hot）

非常に高い
（Red-hot）

2011年 ・公団住宅の改修 ・多すぎる外国人 ・物価の上昇
・住宅価格の上昇
・尊大で横柄な人々
・９日間の選挙戦

2006年 ・住宅価格の上昇
・多すぎる外国人

・物価の上昇
・尊大で横柄な人々
・９日間の選挙戦

・公団住宅の改修

表 11　六つの争点

出所 : ST, 7 May 2011 に筆者加筆
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は
違
う
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
政
策
を
巡
る
選
挙
戦
が
、「
九
日
間
の
選
挙
戦
」

と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
は
最
も
関
心
の
高
い
争
点
と
し
て
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
九
日
間
の
選
挙
戦
」

を
除
い
た
三
つ
の
争
点
は
、
そ
の
内
容
か
ら
以
下
の
二
点
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、
物
価
の
上
昇
と
住
宅
価
格
の

上
昇
と
い
っ
た
生
活
の
直
結
す
る
問
題
と
、
政
権
与
党
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
が
争
点
と
し
て
浮
上
し
て
き
た

背
景
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

第
二
節　

物
価
と
住
宅
価
格
の
上
昇

　

ま
ず
、
物
価
と
住
宅
価
格
に
対
し
て
有
権
者
の
関
心
が
集
中
し
た
背
景
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
心
が
集
ま
っ
た
理

由
は
、
物
価
に
関
す
る
統
計
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
前
回
の
総
選
挙
以
降
、
物
価
の
上
昇
、
と
り
わ
け
住
宅
価

格
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
住
宅
価
格
の
上
昇
は
国
民
全
体
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
物
価
全
般
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
前
回
の
総
選
挙
時
（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）
に
は
八
八
・
〇
で
あ
っ
た
消
費
者
物
価
指

数
（
図
５
参
照
）
は
、
そ
の
後
穏
や
か
に
上
昇
し
前
回
選
挙
時
（
〇
六
年
五
月
）
に
は
九
一
・
二
と
な
り
、
そ
の
後
急
激
に
上
昇
し
て

今
回
の
選
挙
時
に
は
一
〇
七
・
四
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
物
価
指
数
変
化
率
（
図
６
参
照
）
か
ら
も
、
〇
七
年
に
入
っ
て
か
ら
物
価

は
一
本
調
子
で
上
昇
し
、
〇
八
年
五
月
に
は
七
・
五
％
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
一
旦
沈
静
化
す
る
が
、
一
〇
年
に
入
る
と
再
び
上
昇

し
、
前
年
度
比
五
％
と
い
う
値
の
時
に
今
回
の
総
選
挙
は
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
物
価
上
昇
率
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
成
長
に

伴
う
適
正
な
上
昇
率
で
あ
っ
た
か
否
か
は
別
に
し
て
も
、「
ほ
と
ん
ど
の
国
に
お
い
て
は
低
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
お
い
て
は
非
常
に
高
い
値
」）

（（
（

で
あ
り
、
有
権
者
に
物
価
の
上
昇
を
実
感
さ
せ
る
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
所
得
階
層
別
に
消
費
者
物
価
指
数
を
確
認
し
て
み
る
。
図
７
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
を
所
得
別
に
、
上
位
二
〇
％
、
中
位



33

シンガポール二〇一一年総選挙の分析

88.0
91.2

107.4

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

Ja
n-
20
00

Ju
n-
20
00

No
v-
20
00

A
pr
-20
01

Se
p-
20
01

Fe
b-
20
02

Ju
l-2
00
2

De
c-2
00
2

M
ay
-20
03

Oc
t-2
00
3

M
ay
-20
04

A
ug
-20
04

Ja
n-
20
05

Ju
n-
20
05

No
v-
20
05

A
pr
-20
06

Se
p-
20
06

Fe
b-
20
07

Ju
l-2
00
7

De
c-2
00
7

M
ay
-20
08

Oc
t-2
00
8

M
ar
-20
09

A
ug
-20
09

Ja
n-
20
10

Ju
n-
20
10

No
v-
20
10

A
pr
-20
11

（2009=100）
図５　消費者物価指数

出所：Yearbook of Statistics, Department of Statistics, Singaporeより筆者作成

‐2.0

‐1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

Ja
n-
20
00

Ju
n-
20
00

N
ov
-2
00
0

A
pr
-2
00
1

Se
p-
20
01

F
eb
-2
00
2

Ju
l-2
00
2

D
ec
-2
00
2

M
ay
-2
00
3

O
ct
-2
00
3

M
ay
-2
00
4

A
ug
-2
00
4

F
eb
-2
00
7

Ju
l-2
00
7

D
ec
-2
00
7

M
ay
-2
00
8

O
ct
-2
00
8

M
ar
-2
00
9

A
ug
-2
00
9

Ja
n-
20
10

Ju
n-
20
10

N
ov
-2
01
0

A
pr
-2
01
1

Se
p-
20
11

F
eb
-2
01
2

Ju
l-2
01
2

Ja
n-
20
05

Ju
n-
20
05

N
ov
-2
00
5

A
pr
-2
00
6

Se
p-
20
06

図６　シンガポール物価指数変化率（対前年度同期比％）
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出所：Yearbook of Statistics 2010, 2012, Department of Statistics, Singaporeより筆者作成



35

シンガポール二〇一一年総選挙の分析

六
〇
％
、
下
位
二
〇
％
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に
お
け
る
物
価
指
数
の
変
化
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
各

所
得
層
に
と
っ
て
物
価
の
上
昇
が
影
響
し
た
項
目
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
一
年
の
「
娯
楽
・
そ
の

他
」
の
項
目
は
、
低
所
得
者
に
と
っ
て
は
物
価
を
引
き
下
げ
る
要
因
で
あ
っ
た
が
、
高
所
得
者
に
と
っ
て
は
物
価
を
引
き
上
げ
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
〇
八
年
と
一
一
年
に
お
け
る
急
激
な
物
価
の
上
昇
時
に
お
い
て
は
、
所
得
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
住

宅
価
格
の
上
昇
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
〇
八
年
と
一
一
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
住
宅
価
格
の
上
昇
が
所
得
階
層
の
違
い
に
か
か
わ

ら
ず
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
住
宅
価
格
の
上
昇
と
の
関
連
で
は
、
全
有
権
者
が
政
府
の
物
価
対

策
の
不
備
に
つ
い
て
不
満
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

先
の
住
宅
価
格
に
は
、
民
間
業
者
が
開
発
す
る
住
宅
と
政
府
機
関
（
Ｈ
Ｄ
Ｂ
）
が
開
発
す
る
公
共
住
宅
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ど

ち
ら
も
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
。
図
８
は
民
間
住
宅
価
格
お
よ
び
民
間
賃
貸
価
格
指
数
の
変
化
、
お
よ
び
住
宅
開
発
庁
が
提
供
し
て

い
る
公
共
住
宅
の
転
売
価
格
指
数
の
変
化
で
あ
る
。
こ
ち
ら
か
ら
も
住
宅
価
格
は
民
間
住
宅
価
格
だ
け
で
な
く
、
公
共
住
宅
の
転
売

価
格
指
数
に
お
い
て
も
、
前
回
の
総
選
挙
（
〇
六
年
第
二
四
半
期
）
が
一
二
二
・
一
で
あ
っ
た
の
が
、
今
回
の
総
選
挙
時
（
一
一
年
第

二
四
半
期
）
に
お
い
て
は
二
〇
三
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

物
価
の
上
昇
と
と
も
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
所
得
の
格
差
の
問
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
は
こ
れ
ま
で
い
く

つ
か
の
所
得
の
分
配
政
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
所
得
の
不
平
等
を
示
す
ジ
ニ
係
数
は
確
実
に
上
昇
を
続
け
て
お
り
、
社
会
に
お
け
る

所
得
の
不
平
等
は
確
実
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が
実
感
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
図
９
参
照
）。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
今
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
は
物
価
の
上
昇
、
と
り
わ
け
住
宅
価
格
の
上
昇
が
、
所
得
の
多
寡
に
か
か
わ

ら
ず
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
有
権
者
の
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
選
挙
戦
で
は
高
い
関
心
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
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第
三
節　

尊
大
で
横
柄
な
人
々
（Proud and Arrogant People, PAP

）

 
前
節
で
検
討
し
た
物
価
上
昇
と
社
会
的
不
満
の
拡
大
は
、
次
に
検
討
す
る
「
尊
大
で
横
柄
な
人
々
」（Proud and A

rrogant 

People, PA
P

（
人
民
行
動
党
））
と
い
う
選
挙
戦
で
の
争
点
と
も
関
連
す
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
政
党
名
と
、
そ
の
政
党
が
主
張

す
る
政
策
を
結
び
つ
け
た
語
呂
合
わ
せ
を
す
る
。
例
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
日
常
生
活
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
法
律
の
規
則
が

あ
り
、
違
反
を
す
る
と
多
く
の
場
合
に
罰
金
刑
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
政
権
与
党
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
政
策
は
「（
罰
金
を
）
払
え
払
え

Pay A
nd Pay, PA

P
」
で
あ
る
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
与
党
の
政
策
に
対
し
て
野
党
は
、「
だ
か
ら
払
う
の
を
止
め

よ
うSo D

onʼt Pay, SD
P

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
民
主
党
）」、「
ど
う
し
て
払
う
の
？W

hy Pay?, W
P

（
労
働
者
党
）」
な
ど
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
を
受
け
て
、
選
挙
戦
で
は
前
述
の
よ
う
な
語
呂
合
わ
せ
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
心
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
尊

大
で
横
柄
な
人
々
で
あ
っ
て
、
国
民
の
心
情
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
尊
大
で
横
柄
な
人
々
」
が
争
点
と
な
っ
た
の
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
る）（（
（

。
一
つ
は
閣
僚
の
歳
費
が
高
額
で
あ
る
こ

と
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
労
働
者
の
一
カ
月
の
平
均
所
得
が
三
千
二
百
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
ル
程
度）（（
（

で
あ
る
一

方
、
首
相
の
歳
費
は
一
カ
月
約
二
五
万
六
千
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
ル）（（
（

で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
際
に
野
党
議

員
は
、「
閣
僚
は
、
一
般
的
な
労
働
者
の
一
カ
月
分
の
収
入
を
半
日
で
稼
ぐ
」）

（（
（

と
批
判
し
た
。
こ
の
よ
う
な
高
額
な
歳
費
を
得
て
い

る
閣
僚
に
は
、
庶
民
生
活
の
現
実
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
満
が
多
く
の
有
権
者
に
は
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、「
尊
大
で
横
柄
」
に
は
、
閣
僚
の
歳
費
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
の
政
府
の
失
策
と
そ
の
後
の
対
応
に
対
す
る
有
権

者
の
厳
し
い
眼
が
あ
っ
た
。
政
府
の
失
策
と
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
テ
ロ
活
動
を
計
画
し
て
い
た
と
し
て
国
内
の
施
設

で
拘
束
さ
れ
て
い
た
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
の
幹
部
の
脱
走
（
二
〇
〇
八
年
二
月
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
繁
華
街
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

ロ
ー
ド
）
に
お
い
て
下
水
が
溢
れ
た
こ
と
に
よ
る
洪
水
の
発
生
（
二
〇
一
〇
年
）、
二
〇
一
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
国
家
支
出
が
当
初
予
算
を
大
幅
に
超
過
し
た
こ
と
、
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
二
〇
〇
四
年
か
ら
急
激
に
緩
和
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し
た
た
め
大
量
の
外
国
人
の
増
加
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
諸
問
題
、
そ
し
て
先
述
し
た
物
価
の
急
激
な
上
昇
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

こ
う
し
た
「
失
政
」
に
対
し
て
有
権
者
は
十
分
な
説
明
と
対
応
を
期
待
し
た
。
し
か
し
、「
失
政
」
の
責
任
は
曖
昧
に
さ
れ
た
り
、

そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
政
府
は
「
失
政
」
と
は
認
め
ず
、
国
家
の
経
済
成
長
の
た
め
の
最
善
策
で
あ
る
と
し
た
り
し
て
国
民

に
耐
忍
を
求
め
た
。
政
府
の
こ
う
し
た
姿
勢
に
対
し
て
、
国
民
は
自
分
た
ち
が
置
か
れ
た
状
況
を
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
府
は
ど
れ
だ
け
理
解
し

て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
先
に
述
べ
た
閣
僚
の
高
給
問
題
と
相
ま
っ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
国
民
の
感
情
を
十
分

に
理
解
で
き
な
い
、
尊
大
で
横
暴
な
人
々
の
集
ま
り
で
は
な
い
か
と
い
う
気
分
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
Ｐ
Ａ
Ｐ

の
態
度
が
選
挙
で
の
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。

第
四
章　

新
し
い
有
権
者
と
野
党
候
補
者

　

本
章
で
は
、
有
権
者
の
世
代
交
代
、
教
育
の
普
及
、
政
治
意
識
の
点
か
ら
、
有
権
者
の
特
徴
の
継
続
性
と
変
化
に
つ
い
て
分
析
す

る
。
な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
二
一
歳
以
上
の
市
民
権
を
も
っ
た
男
女
に
国
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
権

お
よ
び
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
節　

世
代
交
代

　

最
初
に
国
民
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
従
来
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た
一
九
四
五
年
以
前
に
生

ま
れ
た
者
、
戦
後
か
ら
建
国
し
た
一
九
六
五
年
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
、
そ
れ
か
ら
建
国
後
に
生
ま
れ
た
者
を
そ
れ
ぞ
れ
、「
戦
前
世

代
」、「
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
」、「
六
五
年
後
世
代
」（post65er

）、
と
呼
ん
で
き
た
。、
以
上
の
三
分
類
に
加
え
て
最
近
で
は
、
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一
九
七
五
年
以
後
生
ま
れ
の
「
七
五
年
後
世
代
」
の
数
も
増
加
し
て
、
そ
の
動
向
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
有
権
者
人
口
に
お
け
る
世
代
変
化
で
あ
る
。
図
10
は
Ｓ
Ｔ
紙
が
算
出
し
た
、

二
〇
〇
〇
年
お
よ
び
二
〇
一
〇
年
時
点
に
お
け
る
世
代
別
の
有
権
者
構
成
比
で
あ
る
。

前
前
回
の
選
挙
が
二
〇
〇
一
年
で
、今
回
の
選
挙
が
一
一
年
で
あ
っ
た
か
ら
、こ
れ
ら

の
数
字
は
総
選
挙
直
近
の
値
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
図
が
示
し
て
い
る
の
は
、

今
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
有
権
者
数
の
ほ
ぼ
過
半
数
（
四
六
％
）
が
建
国
後
生
ま
れ

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
七
五
年
後
世
代
の
有
権
者
数
の
増
加
が
顕

著
で
あ
る
。
こ
う
し
た
数
字
の
変
化
は
政
治
的
に
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

戦
前
世
代
お
よ
び
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
の
人
々
は
、
後
発
国
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
が
経
済
的
に
は
先
進
国
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
成
長
し
た
時
代
を
生
き
抜
い
た
世
代

で
あ
る
。
彼
ら
が
生
き
抜
い
た
時
代
は
常
に
政
治
・
社
会
・
経
済
的
に
混
乱
し
た
時

代
で
あ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
は
太
平
洋
戦
争
お
よ
び
そ
の
後
の
社
会
混
乱
、
五
〇

年
代
は
反
植
民
地
闘
争
の
高
ま
り
と
、
労
働
運
動
の
激
化
、
そ
し
て
政
治
思
想
を
巡

る
国
内
政
治
の
混
乱
、
六
〇
年
の
前
半
は
マ
ラ
ヤ
連
邦
と
の
合
併
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
分
離
独
立
な
ど
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
社
会
は
戦
後
か
ら
六
五
年
の
独
立
に
至
る
ま

で
の
二
〇
年
間
は
常
に
混
乱
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
混
乱
し
た
時
代
の
中

で
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
を
中
心
と
す
る
政
治
家
に
よ
っ
て
結
党
さ
れ
た
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
、

社
会
の
混
乱
に
終
止
符
を
打
ち
、
政
治
・
社
会
を
安
定
さ
せ
、
経
済
成
長
を
軌
道
に

2000年 2010年

ベビーブー
マー世代

戦前世代 65年以
降世代

75年以降世代

48%

21%

22%

9%

ベビーブー
マー世代 65年以降

世代

75年以降
世代

戦前
世代

41%
20%

26%
13%

図10　有権者の世代構成

出所：“Who are the voters?,” ST, 2 Apr. 2011より筆者作成
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乗
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
激
動
の
時
代
に
生
ま
れ
た
世
代
の
有
権
者
は
Ｐ
Ａ

Ｐ
に
対
し
て
一
貫
し
て
強
い
支
持
を
示
し
て
き
た
し
、
そ
の
こ
と
は
選
挙
結
果
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
（
表
１
参
照
）。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
治
に
お
い

て
安
定
を
重
視
す
る
世
代
で
あ
る）（（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
の
総
選
挙
で
は
過
半
数
近
く
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、
一
九

六
五
年
後
世
代
は
ど
う
い
っ
た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

六
五
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
独
立
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
治
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
統
治
下
で

安
定
し
、
経
済
も
外
国
資
本
の
誘
致
と
産
業
構
造
の
高
度
化
に
成
功
し
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
平
和
と
繁
栄
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
時
代
に
生
ま
れ

た
六
五
年
以
後
生
ま
れ
の
政
治
に
対
す
る
考
え
方
や
態
度
な
ど
は
、
そ
れ
以
前
の
Ｐ

Ａ
Ｐ
が
熾
烈
な
権
力
争
い
を
し
て
い
た
時
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
世
代
と
は
異
な
る
社

会
的
特
徴
を
も
っ
て
い
る）（（
（

。
彼
ら
の
価
値
観
は
多
様
化
し
て
お
り
、「
物
や
財
産
に

対
す
る
関
心
」（m

aterial concerns

）
に
お
い
て
は
共
通
し
た
考
え
方
を
も
っ
て
い

る
が
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
民
主
主
義
の
現
状
」
や
「
人
生
の
質
」
な
ど
と
い
っ
た

点
に
お
い
て
は
意
見
が
異
な
る）（（
（

。
六
五
年
以
後
世
代
の
政
治
的
志
向
を
探
る
際
に
、

七
五
年
以
後
世
代
が
置
か
れ
た
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
七
五
年
後
世
代
は
有
権
者
に
な
っ
た
後
、
平
和
で
安
定
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
治

を
十
分
に
享
受
し
て
い
な
い
。
か
れ
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
、

〇
三
年
の
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（SA

RS

）
の
流
行
、
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン

2000年 2010年

中卒以下

大卒以上

高卒・専門学校

70%

中卒以下
55%

19%
高卒・専門
学校
25%

11% 大卒以上
20%

図11　学歴の変化

出所：図10に同じ
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シ
ョ
ッ
ク
と
そ
の
後
の
世
界
的
不
況
下
に
置
か
れ
、
そ
し
て
近
年

の
外
国
人
労
働
者
の
急
増
に
よ
る
経
済
的
苦
境
な
ど
を
経
験
し
て

い
る
世
代
だ
か
ら
で
あ
る
。
成
人
と
し
て
の
出
発
時
点
か
ら
世
界

的
混
乱
の
中
で
生
き
抜
い
て
い
る
こ
の
世
代
は
、
政
治
に
対
し
て

か
れ
ら
の
生
活
の
改
善
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
れ
が
有
権
者
の
求

め
る
政
治
家
像
の
変
化
と
関
係
し
て
い
る
。

　

第
二
節　

高
学
歴
化

　

世
代
の
変
化
は
有
権
者
の
学
歴）（（
（

に
も
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

図
11
は
有
権
者
の
最
終
学
歴
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
有
権
者
の
高
学
歴
化
が
顕
著
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年

に
は
有
権
者
の
七
〇
％
が
中
卒
以
下
で
あ
っ
た
の
が
、
今
回
の
選

挙
で
は
そ
の
数
は
一
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
五
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
大
卒
者
の
数
は
一
一
％
か
ら
二
〇
％
へ
と
ほ
ぼ
倍

増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
有
権
者
全
体
で
の
変
化
で
あ
る
が
、
最

終
学
歴
の
変
化
は
若
年
層
に
お
い
て
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。

　

図
12
は
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
〇
年
時
点
に
お
け
る
、
二
五
歳

か
ら
三
四
歳
人
口
の
最
終
学
歴
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
九
六
六
年
か
ら
七
五
年
世
代
の
最
終
学
歴
と
、
そ
の
一
〇
年
後

18.4

25.7

12.9

18.7

24.4

6.1

12.4 10.7

24.2

46.5

0

10

20

30

40

50

5

15

25

35

45

図12　25歳から34歳人口における最終学歴

小
卒
程
度

中
卒
程
度

高
卒
程
度

短
大
程
度

大
卒
以
上

■ 2000年　　■ 2010年

％

出所：Census of Population 2010: Statistical Release 1, 
　　　Department of Statistics, Singapore, 2011, 9 ページより筆者作成
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の
七
六
年
か
ら
八
五
年
世
代
の
最
終
学
歴
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
明

ら
か
な
こ
と
は
、
二
五
歳
か
ら
三
四
歳
世
代
で
は
こ
の
約
一
〇
年
間
に
、
高
卒
程
度
の

学
歴
保
持
者
（
五
七
％
）
が
過
半
数
を
占
め
る
社
会
か
ら
、
短
大
程
度
（
専
門
教
育
を

含
む
）（
二
四
・
二
％
）、
も
し
く
は
大
卒
以
上
（
四
六
・
五
％
）
が
七
割
以
上
を
占
め
る

社
会
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
若
い
世

代
を
中
心
に
急
速
に
高
学
歴
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
学
歴
の
変
化
は
次
節
で
触

れ
る
政
治
指
向
の
変
化
に
も
現
れ
て
い
る
。

　

第
三
節　

政
治
指
向
の
変
化

　

有
権
者
の
変
化
は
、
政
治
指
向
の
変
化
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
政
策
研
究
所
（Institute of Policy Studies, IPS

）
は
、
総
選
挙

前
の
二
〇
一
〇
年
八
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
有
権
者
一
〇
九
二
人
を
対
象
に
政
治
意
識

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
総
選
挙
後
の
五
月
末
に
発
表
し
た）（（
（

。
こ
の
調
査
結
果
か
ら

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
有
権
者
の
政
治
指
向
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
世
代
の
変
化
に
伴
う
、
政
治
意
識
の
変
化
に
つ
い
て
で
あ
る
。
図
13
は
、
個

人
の
権
利
と
し
て
の
「
言
論
の
自
由
」
と
、
国
家
目
標
と
し
て
の
「
経
済
発
展
」
の
ど

ち
ら
を
重
視
す
る
か
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
調
査
結
果
で
あ
る
。
こ
の
問
い
か
け
は
、
個

人
の
自
由
と
国
家
の
発
展
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
い
か
け

と
読
み
替
え
て
も
差
し
支
え
な
い
。
こ
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
新
世
代
は
旧
世
代
よ
り

70
80

0
10
20
30
40
50
60

強く反対・反対 賛成でも反対でもない 強く賛成・賛成
■21-39　　■40-59　　■60-

％
図13　言論の自由よりも経済成長の方が大切だ（世代別）

出所：“Survey on Political Traits and Media Use,” IPSより
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も
言
論
の
自
由
に
、
よ
り
高
い
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
個
人
の
自
由
よ
り
も
国
家
の

発
展
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
理
は
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
首
相
の
時
代
に
そ
の

政
治
統
治
を
正
当
化
さ
せ
る
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
論
理
を
受

け
入
れ
る
世
代
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
ま
た
は
個
人
の
自
由
と
国
家
の
発
展
を
対

比
さ
せ
る
こ
と
に
価
値
を
見
い
だ
さ
な
い
有
権
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
若
い
世
代
に
お
い
て
も
、
六
〇
％
以
上
の
有
権
者
が
個
人
の
政
治

的
権
利
よ
り
も
、
国
家
の
経
済
成
長
の
方
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
点

に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
、
有
権
者
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
政
治
指
導
者
像
に
つ
い
て
の
意
識
の
違
い
で
あ

る
。
こ
ち
ら
も
先
の
質
問
と
同
様
に
過
去
の
政
治
経
済
体
制
の
正
当
化
の
論
理
に
対
す
る

質
問
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
建
国
以
来
、
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ

く
政
治
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
を
中
心
と
す
る
政

治
指
導
者
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
の
政
治
で
あ
っ
た
。
図
14
は
、
国
民
の
意
見
を
無
視

し
て
も
、
自
分
の
考
え
を
貫
く
指
導
者
が
必
要
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
こ

の
調
査
か
ら
も
、
世
代
間
に
は
政
治
意
識
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
同

様
に
、
若
い
世
代
は
旧
世
代
に
比
較
し
て
強
い
指
導
者
の
必
要
性
を
認
め
て
い
な
い
が
、

依
然
と
し
て
強
い
指
導
者
を
肯
定
す
る
考
え
方
が
、
全
世
代
を
通
し
て
六
割
以
上
を
占
め

て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

強
い
指
導
者
に
対
す
る
意
識
は
、
学
歴
の
違
い
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
図
15
は
学
歴

強く反対・反対 強く賛成・賛成賛成でも反対でもない

20

0
10

70
60

40
50

30

80
90

図14　シンガポールには自分の考えで政府を動かせる強い指導者が必要だ（世代別）

■21-39　　■40-59　　■60-
出所：図13に同じ

％
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別
の
政
治
意
識
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分
か
る

こ
と
は
、
学
歴
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
強
い
指
導
者
の
存
在
を
否
定

す
る
結
果
で
あ
る
。
強
い
指
導
者
を
否
定
す
る
傾
向
は
、
無
学
歴

（
五
・
九
％
）
か
ら
大
卒
以
上
（
二
二
・
五
％
）
ま
で
段
階
的
に
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
節
に

て
述
べ
た
、
若
い
世
代
に
お
い
て
高
学
歴
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と

と
矛
盾
し
な
い
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
先
の
結
果
と
同
様
、

学
歴
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
強
い
指
導
者
を
肯
定
す
る
意
識
が
六
割

以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
示
す
の
は
、
現
在
の
有
権
者
は
全
体
と
し
て
、
政
府
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
問
う
た
結
果

で
あ
る
。
図
16
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
有
権
者
の
半
数
は
、
政
府
を

公
然
と
批
判
す
る
自
由
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
世
論
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
社
会
の
変
化
と
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
は
世
代
交
代
が
進
展
し
て
い
る
と
い
う
事
実
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
世
代
の
国
民
は
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
を
反
映
し
て
異
な
る
政

治
意
識
を
も
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
六
五
年
以
後
世
代

は
急
速
に
高
学
歴
化
が
進
展
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
学
歴

に
応
じ
た
政
治
意
識
の
違
い
が
確
認
で
き
た
。
同
時
に
指
摘
し
な
け

強く反対・反対 強く賛成・賛成賛成でも反対でもない
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図15　強い指導者を望む（学歴別）

■無学歴　　■小学校　　■中学校　　■職業訓練校など
■高等学校　　■短大　　■大学以上

％

出所：図13に同じ
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れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
世
代
お
よ
び
学
歴
に
お
い
て
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
有
権
者

の
過
半
数
に
は
共
通
し
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
府
に
対
し
て
批
判
的
意

見
を
発
す
る
こ
と
の
必
要
性
と
、
強
い
政
府
を
待
望
す
る
気
持
ち
、
そ
し
て
政
治
的
自
由
よ
り

も
経
済
発
展
を
重
視
す
る
意
識
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
節
で
さ
ら
に
検
討
す
る
。

　

第
四
節　

新
し
い
野
党
候
補
者

　

前
節
で
検
討
し
た
社
会
構
造
の
変
化
と
政
治
意
識
の
変
化
は
、
候
補
者
、
特
に
野
党
候
補
者

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

明
ら
か
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
野
党
候
補
者
の
顔
ぶ
れ
に
お
い
て
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
事

実
で
あ
る
。
過
去
の
選
挙
に
お
い
て
野
党
候
補
者
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
者
と
比
較
す
る
と
学
歴
、

職
歴
な
ど
に
お
い
て
見
劣
り
す
る
点
は
否
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
選
挙
で
野
党
は
、

Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
者
の
経
歴
に
匹
敵
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
候
補
者
の
擁
立
に
成
功
し
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
は

こ
れ
ま
で
、
国
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、
海
外
留
学
か
ら
帰
国
し
た

学
者
、
大
卒
者
、
専
門
家
（
弁
護
士
、
医
師
、
建
築
家
、
な
ど
）、
企
業
（
政
府
系
、
民
間
）
の
役

員
な
ど
か
ら
、
面
接
な
ど
を
通
し
て
候
補
者
の
発
掘
を
し
て
き
た）（（
（

。
海
外
留
学
者
の
中
で
も
、

国
費
留
学
生
は
帰
国
後
数
年
間
の
行
政
府
で
の
就
業
が
義
務
づ
け
ら
れ）（（
（

、
過
去
に
お
い
て
も
現

在
で
も
、
国
費
留
学
生
は
同
国
の
公
務
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
後
で
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
候

補
者
と
な
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
自
身
、
国
費
留
学
生
と
し
て
海
外

20
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図16　政府を公然と批判する自由が与えられるべきだ（有権者全体）

強く反対・反対 強く賛成・賛成賛成でも反対でもない
出所：図13に同じ

％
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で
学
ん
だ
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
軍
で
公
務
員
生
活
を
送
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
過
去
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
国
費
留
学
生
や
行
政
官
僚

を
、
選
挙
の
候
補
者
と
し
て
独
占
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
野
党
は
、
こ
れ
ま
で
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
候
補
者
へ
の
既
定
路
線
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
経
歴
を
も

つ
人
物
、
す
な
わ
ち
政
府
奨
学
金
で
留
学
し
た
元
奨
学
生
、
高
級
官
僚
、
専
門
医
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
弁
護
士
な
ど
の
擁
立
に
成

功
し
た）（（
（

。
特
に
、
前
回
選
挙
時
に
は
い
な
か
っ
た）（（
（

政
府
奨
学
金
を
受
け
た
候
補
者
と
、
そ
の
他
の
輝
か
し
い
経
歴
を
も
つ
候
補
者
が

複
数
人
立
候
補
し
た
こ
と
に
注
目
が
集
ま
っ
た
（
表
12
参
照
）。
元
政
府
奨
学
生
と
し
て
、
タ
ン
・
ジ
ー
セ
イ
（T

an Jee Say, 

五
七

歳
）、
ト
ニ
ー
・
タ
ン
（T

ony T
an Lay T

hiam
, 

四
一
歳
）、
ヘ
イ
ゼ
ル
・
ポ
ア
（H

azel Poa,

四
一
歳
）、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
プ
イ

（Benjam
in Pw

ee,

四
三
歳
）、
ジ
ミ
ー
・
リ
ー
（Jim
m

y Lee,

三
五
歳
）
の
五
人
が
い
た
。
こ
う
し
た
奨
学
生
は
帰
国
後
一
定
期
間

公
務
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
の
で
、
彼
ら
の
学
歴
面
だ
け
で
は
な
く
、
元
公
務
員
が
野
党
か
ら
立
候
補
し
た
こ
と
も
驚
き
を
も
っ

て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
プ
イ
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
学
ん
だ
後
、
外
務
省
と
内
務
省
で
八
年
間
勤
務
し
た
。
外
務
省
勤
務
時
代
に

は
、
北
京
大
使
館
に
て
政
治
経
済
業
務
の
第
一
秘
書
を
務
め
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
上
級
相
（
当
時
）
が
訪
中
の
際
に
は
通
訳
を
務

め
た
経
験
が
あ
る
。
か
つ
て
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
青
年
組
織
の
地
域
議
長
を
経
験
し
、
ウ
ォ
ン
・
カ
ン
セ
ン
副
首
相
（
当
時
）
は
結
婚
式
で
の

主
賓
で
あ
っ
た
。
ト
ニ
ー
・
タ
ン
と
ヘ
イ
ゼ
ル
・
ポ
ア
は
夫
婦
で
あ
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
優
等
学
位
（first class honours

）

で
卒
業
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
四
年
と
九
年
間
を
公
務
員
と
し
て
勤
務
し
、
そ
の
後
は
学
習
塾
を
経
営
し
て
い
る
。

　

タ
ン
・
ジ
ー
セ
イ
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
ん
だ
（
ロ
ー
ズ
奨
学
生
）
後
帰
国
し
、
貿
易
産
業
省
で
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト

ン
前
首
相
の
第
一
個
人
秘
書
官
を
務
め
た
。
在
任
中
は
一
九
八
四
年
総
選
挙
で
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
者
と
し
て
面
接
も
受
け
て
い
た
（
結

局
出
馬
せ
ず
）。
九
〇
年
に
退
職
し
、
投
資
銀
行
勤
務
を
経
て
、
現
在
は
個
人
投
資
家
で
あ
る
。
九
五
年
の
結
婚
式
の
際
に
は
ゴ
ー

首
相
（
当
時
）
夫
妻
も
出
席
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｔ
紙
は
、
過
去
二
〇
年
間
の
野
党
候
補
者
の
中
で
最
も
上
級
の
官
僚
で
あ
る
と
伝
え
て



47

シンガポール二〇一一年総選挙の分析

い
る）（（
（

。
タ
ン
・
ジ
ー
セ
イ
は
、
公
務
員
出
身
で
医
療
界
で
は
重
鎮
の
ア
ン
・
ヨ
ン
グ
ア
ン
（A

ng Y
ong Guan, 

五
六
歳
）
を
説
得
し

て
出
馬
さ
せ
、
公
務
員
出
身
の
候
補
者
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　

タ
ン
・
ジ
ー
セ
イ
と
と
も
に
、
注
目
さ
れ
た
野
党
候
補
者
が
、
Ｗ
Ｐ
か
ら
立
候
補
し
た
チ
ェ
ン
・
シ
ョ
ウ
マ
オ
（Chen Show

 

M
ao

）
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
（
ロ
ー
ズ
奨
学
生
）、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
お
よ
び
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
法
津
を
学
び
、

デ
ー
ビ
ス
・
ポ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ウ
ォ
ー
ド
ウ
ェ
ル
で
国
際
弁
護
士
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
の
中
国
工
商
銀
行
や
、
一
〇
年
の
中
国

農
業
銀
行
の
大
型
株
式
公
開
に
関
わ
っ
た）（（
（

。

　

彼
ら
に
は
学
歴
や
公
務
員
と
し
て
の
職
歴
だ
け
で
な
く
、
政
治
思
想
に
お
い
て
も
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の

Ｐ
Ａ
Ｐ
の
政
治
を
否
定
し
、
根
底
か
ら
覆
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
ら
は
声
を
揃
え
て
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
成
功
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
権
の
功
績
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
さ
ら
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
治
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考
え
て
選
挙
に
挑
戦
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
タ
ン
・
ジ
ー
セ
イ
は
、
自
分
が
十
分
な
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
現
政
権
の
お
陰
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る）（（
（

。
チ
ェ
ン
・
シ
ョ
ウ
マ
オ
も
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
特
定
の
政
策
に
根

本
的
な
異
議
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
対
し
て
根
深
い
恨
み
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
多
党

制
に
基
づ
く
民
主
制
を
将
来
実
現
し
た
い
だ
け
で
あ
る
、
と
表
明
し
て
い
る）（（
（

。
プ
イ
の
政
治
的
目
標
も
、
与
党
に
対
し
て
抑
制
と
均

衡
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
信
頼
で
き
る
野
党
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る）（（
（

。

　

こ
の
点
に
お
い
て
は
、
ト
ニ
ー
・
タ
ン
と
ヘ
イ
ゼ
ル
・
ポ
ア
も
同
様
で
あ
る
。
彼
ら
も
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
造
り
上
げ
た
政
治
体
制
を
否

定
す
る
た
め
に
野
党
に
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
政
策
決
定
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
内
部
だ
け
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
有
権
者
と
の
対

話
を
重
視
し
た
も
の
に
す
べ
き
で
あ
り
、
与
党
は
国
民
を
も
っ
と
信
頼
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
彼
ら
は
野
党
の
役

割
と
し
て
、
与
党
の
政
策
が
正
し
け
れ
ば
そ
れ
を
支
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
策
立
案
の
際
に
最
初
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
こ
と
で
あ
り
、（
自
分
が
所
属
す
る
）
Ｎ
Ｓ
Ｐ
の
こ
と
は
そ
の
次
に
考
え
る
こ
と
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る）（（
（

。
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こ
う
し
た
新
し
い
野
党
候
補
者
の
主
張
は
過
去

の
も
の
と
は
異
な
る
。
過
去
の
野
党
は
、
リ
ー
・

ク
ア
ン
ユ
ー
元
首
相
、
そ
れ
か
ら
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
統
治

方
針
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

例
え
ば
、
一
九
八
一
年
の
補
欠
選
挙
で
独
立
後
初

の
野
党
議
員
と
な
っ
た
Ｗ
Ｐ
の
ジ
ャ
ヤ
レ
ト
ナ
ム

（J. B. Jeyaretnam

）
は
、
リ
ー
元
首
相
（
一
九
二

三
年
生
ま
れ
）
と
同
世
代
の
一
九
二
六
年
生
ま
れ

で
あ
り
、
リ
ー
元
首
相
の
強
権
的
な
政
治
手
法
に

対
し
て
、
補
欠
選
挙
戦
に
お
い
て
も
当
選
後
の
議

会
に
お
い
て
も
批
判
し
て
い
た）（（
（

。
ま
た
、
一
九
八

八
年
に
初
の
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
な
っ
た
リ
ー
・
シ
ュ
ウ

チ
ョ
（Lee Siew

 Choh

）
は
一
九
一
七
年
生
ま

れ
で
あ
り
、
六
三
年
に
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
分
裂
し
同
党
左

派
が
新
党
を
結
成
し
た
時
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

の
有
力
な
野
党
政
治
家
の
主
張
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
政

治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
お
よ
び
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
つ
く
り
上
げ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
治
体
制
に
真
っ
向
か
ら
反

氏名 年齢 政党名 学歴 職歴

タン・ジーセイ
Tan Jee Say

57 SDP
政府奨学生
ローズ奨学生
オックスフォード大学

元公務員
（貿易産業省、前首相の秘書）

アン・ヨングアン
Ang Yong Guan

56 SDP シンガポール国立大学
精神科医
元公務員（国軍大佐）
元シンガポール精神科医協会会長

ベンジャミン・プイ
Benjamin Pwee

43 SPP
政府奨学生
ケンブリッジ大学

元公務員（外務省・内務省）

ジミー・リー
Jimmy Lee

36 SPP
政府奨学生
コーネル大学

元公務員（国防省）

トニー・タン
Tony  Tan  Lay 
Thiam

41 NSP
政府奨学生
ケンブリッジ大学

元公務員（国軍大佐）

ヘイゼル・ポア
Hazel Poa

41 NSP
政府奨学生
ケンブリッジ大学

元公務員（首相府、財務省）

チェン・ショウマオ
Chen Show Mao

51 WP

ハーバード大学
オックスフォード大学
ローズ奨学生
スタンフォードロース

クール

デ ー ビ ス・ ポ ー ク・ ア ン ド・
ウォードウェル（Davis Polk & 
Wardwell）所属の国際弁護士

表 12　注目された野党候補者の経歴

出所 : 筆者作成
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対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
野
党
は
今
回
の
総
選
挙
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
従
来
型
の
野
党
候
補
者
と
は
異
な
り
、
経
歴
お
よ
び
政
策
的
指

向
性
に
お
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
者
と
比
し
て
も
遜
色
な
く
、
か
つ
そ
れ
ほ
ど
乖
離
し
て
い
な
い
候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

第
五
章　

選
挙
戦

　

本
章
で
は
、
与
野
党
の
選
挙
戦
略
と
戦
術
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　

今
回
の
総
選
挙
で
は
、
与
党
は
過
去
最
低
の
得
票
率
を
記
録
し
な
が
ら
も
、
失
っ
た
選
挙
区
は
二
七
選
挙
区
中
二
選
挙
区
に
と
ど

ま
っ
た
。
こ
の
選
挙
結
果
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
与
党
が
全
国
的
に
得
票
を
落
と
し
な
が
ら
も
大
敗
し
な
か
っ
た
理
由
、
つ
ま
り

野
党
が
獲
得
で
き
た
選
挙
区
は
二
選
挙
区
に
と
ど
ま
っ
た
理
由
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
第
二
章
で
は
こ
の
点
を
選
挙
制

度
か
ら
考
察
し
た
が
、
本
章
で
は
与
野
党
の
選
挙
戦
略
、
特
に
政
権
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
に
注
目
す
る
こ
と
で
こ
の
点
に
言
及

し
た
い
。
与
党
が
全
国
的
に
得
票
率
を
低
下
さ
せ
た
理
由
を
与
党
と
野
党
の
選
挙
戦
略
の
対
比
の
中
か
ら
、
ま
た
当
選
し
た
野
党
候

補
者
は
す
べ
て
Ｗ
Ｐ
の
公
認
候
補
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｗ
Ｐ
の
選
挙
戦
略
を
他
の
野
党
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
Ｗ
Ｐ
の
独
自
性
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

　　

第
一
節　

与
野
党
の
選
挙
戦
略

　

議
員
選
挙
法
に
よ
れ
ば
選
挙
活
動
が
認
め
ら
れ
る
の
は
立
候
補
受
付
日
以
降
で
あ
る
が
、
選
挙
戦
を
意
識
し
た
与
野
党
の
駆
け
引

き
は
そ
れ
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
総
選
挙
は
、「
選
挙
区
見
直
し
委
員
会
」
の
報
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告
書
の
公
表
後
二
カ
月
以
内
に
国
会
が
解
散
さ
れ
総
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
二
月
の
報
告
書
の
公
表
後
は
、
一
気
に
選

挙
戦
を
意
識
し
た
与
野
党
の
駆
け
引
き
が
本
格
化
し
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
は
政
権
与
党
に
対
す
る
逆
風
が
強
い
中
で
の
選
挙
戦
で
あ
り
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
幹
部
も
そ
の
こ
と
を
認
識
は
し
て
い
た）（（
（

が
、

今
回
の
選
挙
戦
略
は
旧
態
依
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た）（（
（

。
そ
も
そ
も
野
党
が
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
こ
の
国
で
は
、
総
選
挙
で
政
権

選
択
が
現
実
的
な
争
点
に
は
な
り
よ
う
も
な
い
。
ま
た
、
有
権
者
自
身
も
、
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
の
現
実
的
可
能
性
が
ほ
ぼ
閉
ざ

さ
れ
た
政
治
空
間
に
置
か
れ
な
が
ら
も
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
経
済
成
長
の
実
績
に
対
し
て
は
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
、
政
権
の
継
続
を

願
っ
て
い
る
こ
と
も
本
稿
第
三
章
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

議
院
内
閣
制
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
政
権
与
党
は
、
総
選
挙
の
日
程
を
自
ら
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
選
挙
の
準

備
も
前
回
選
挙
の
半
年
後
か
ら
始
め
、
選
挙
区
の
区
割
り
の
見
直
し
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
一
週
間
ほ
ど
前
に
は
公
認
候
補
者
の
選

定
を
済
ま
せ
て
い
た）（（
（

。
そ
し
て
、
国
会
が
解
散
す
る
こ
と
に
な
る
四
月
一
九
日
の
二
日
前
の
一
七
日
（
日
曜
日
）
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
（
選
挙
公
約
）
と
と
も
に
新
し
い
公
認
候
補
者
二
四
名
を
発
表
し
た）（（
（

。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
か
ら
読
み
取
れ
る
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
選
挙
戦
略
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
も
た
ら
し
た
過
去
の
実
績
を
思
い

出
さ
せ
、
将
来
の
生
活
改
善
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
表
13
は
過
去
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

は
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
今
回
も
有
権
者
に
約
束
し
て
き
た
こ
と
は
、
将
来
の
生
活
改
善
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る）（（
（

。

今
回
の
総
選
挙
で
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
に
成
功
し
た
と
い
う
実
績
を
政
治
的
支
配
の
正
当
性
と
し
て
、
将
来
の
発
展
は

過
去
の
政
権
の
継
続
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
国
民
に
訴
え
た
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
政
権
与
党
に
対
す
る
政
治
的
な
脅

威
を
与
え
る
野
党
は
存
在
し
な
い
た
め
に
、
自
ら
の
政
治
手
法
の
見
直
し
は
過
去
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

唯
一
の
例
外
は
、
初
代
首
相
か
ら
政
権
を
引
き
継
い
だ
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
首
相
が
首
相
就
任
後
に
行
っ
た
総
選
挙
時
（
一
九
九
一

年
）
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
で
は
、
自
ら
構
築
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
や
政
治
手
法
を
見
直
す
と
い
う
政
権
公
約
を
掲
げ
る
こ
と
は
な
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か
っ
た
。

　

過
去
の
政
策
を
肯
定
し
将
来
の
発
展
を
約
束

す
る
選
挙
戦
略
は
、
有
権
者
が
過
去
の
成
功
を

実
感
し
、
未
来
の
発
展
を
信
じ
る
こ
と
で
有
効

に
機
能
す
る
。
今
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
も
Ｐ

Ａ
Ｐ
は
従
来
型
の
こ
の
選
挙
戦
略
を
も
ち
出
し

た
が
、
今
回
の
選
挙
戦
に
お
い
て
有
権
者
は
過

去
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
政
策
の
成
果
を
実
感
す
る
と
い

う
よ
り
は
、
過
去
の
政
策
に
疑
問
を
も
ち
、
将

来
の
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

こ
の
選
挙
戦
略
は
十
分
に
機
能
せ
ず
、
最
終
的

に
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
選
挙
戦
略
を
転
換
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。

　

さ
て
、
次
に
野
党
の
選
挙
戦
略
に
つ
い
て
で

あ
る
。
野
党
は
選
挙
協
力
の
道
を
探
っ
た
。
選

挙
区
割
り
が
発
表
さ
れ
る
と
、
三
月
二
日
と
四

日
に
選
挙
に
参
加
予
定
の
野
党
代
表
者
が
一
堂

に
会
し
、
い
わ
ゆ
る
三
つ
ど
も
え
の
戦
い

（threecornered fight

）
を
回
避
す
る
た
め
の

1991 年 The Next Lap
次の一周

ゴー・チョクトン前首相の首相就任後の最初の総選挙。
国民に投資することによって、経済、芸術・スポーツ、
安全、国際的立場を高め、低所得者を支援する。政策立
案において話し合いの手法を導入することを約束。

1997 年 Singapore 21  Make It 
Our Best Home
21 世紀のシンガポール
―最高の生活の拠り所
にしよう

公共住宅・民間住宅の増設、自家用車の所有を後押しす
ること、地下鉄の新線整備、学費補助などを約束。

2001 年 A People United
団結した国民

リー・シェンロン現首相が首相として初めて臨んだ総選
挙。国民への投資と国民が団結することによって、9.11
同時多発テロ事件後に深刻化した経済危機を乗り切る。

2006 年 Stay ing  Together , 
Moving Ahead
共に前へ

チャンス（機会）に恵まれた国家を作り上げる。低所得
者への支援、高齢者への手ごろな価格での医療とより多
くの支援。

2011 年 Securing Our Future 
Together
共に未来を確かなもの
に

全ての市民が、居場所を見いだし、希望を実現する機会
を見いだせる公正で包括的社会（inclusive society）を
実現。全ての人に高収入を得る機会、低所得者の生活改
善、子どもの能力を引き出す、都市の活性化と愛される
生活の拠点作り、高齢者支援、全てのシンガポール人と
ともに未来を形づくる。

表 13　PAP の過去のマニフェスト（選挙公約）

出所 :“PAP likely to unveil election manifesto tomorrow,” ST, 16 Apr. 2011などを参考に筆者作成
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話
し
合
い
を
も
っ
た）（（
（

。
二
日
間
の
話
し
合
い
の
結
果
、
三
つ
ど
も
え
戦
を
回
避
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
で
合
意
し
、
二
党
間
で

選
挙
区
の
調
整
を
引
き
続
き
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
た）（（
（

。
野
党
間
の
協
力
の
結
果
、
立
候
補
受
付
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

三
つ
ど
も
え
の
戦
い
に
な
っ
た
選
挙
区
は
、
プ
ン
ゴ
ル
・
イ
ー
ス
ト
小
選
挙
区
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
野
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
現
在
の
野
党
に
は
政
権
担
当
能
力
は
な
く）（（
（

、
国

民
の
大
半
も
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
権
の
継
続
を
願
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
状
況
下
で
は
野
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
方
向
性
も
自
ず
と
狭
め
ら
れ

て
く
る
。
今
回
野
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
は
、
第
三
章
で
指
摘
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
抱
え
る
社
会
経
済
的
問
題
、
す
な
わ
ち
、

外
国
人
労
働
者
、
移
民
、
消
費
税
、
政
治
体
制
、
住
宅
、
交
通
、
教
育
、
医
療
、
高
齢
化
社
会
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
諸
問
題
点
に

つ
い
て
ま
ん
べ
ん
な
く
与
党
の
責
任
を
追
及
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い

て
発
表
し
た）（（
（

。
野
党
が
取
り
上
げ
た
論
点
は
社
会
問
題
で
あ
り
、
有
権
者
の
関
心
を
引
き
付
け
た
。
そ
れ
は
有
権
者
の
与
党
Ｐ
Ａ
Ｐ

に
対
す
る
不
信
と
不
満
の
裏
返
し
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会
問
題
を
軸
と
す
る
野
党
の
主
張
と
戦
略
は
奏
功
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

有
権
者
が
日
々
感
じ
て
い
る
日
常
生
活
上
の
不
満
の
元
凶
が
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
長
期
支
配
に
起
因
す
る
と
訴
え
る
こ
と
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
選
挙
で
の
い
わ
ば
野
党
の
定
番
の
戦
略
で
あ
る
。
各
党
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
な
ど
を
利
用
し
て
各
党
の
主
張

を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
各
論
に
お
い
て
は
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
野
党
の
選
挙
戦
略
の
基
本
ス
タ

ン
ス
は
、
与
党
の
政
策
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
そ
の
見
直
し
を
迫
る
点
に
共
通
点
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
野
党
間
の
決
定
的
な
選
挙
戦
略
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
一
つ
の
手
か
が
り
は
、
政
見
放
送
の
内
容
で
あ
る
。

政
見
放
送
に
は
各
党
に
認
め
ら
れ
た
時
間
制
限
が
あ
る
た
め
、
各
党
が
最
も
重
視
す
る
点
が
こ
の
中
で
表
明
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
政
見
放
送
は
投
票
日
ま
で
に
、
事
前
収
録
さ
れ
た
異
な
っ
た
内
容
が
二
度
放
送
さ
れ
る）（（
（

。
各
党
に
は
立
候
補
者
数
に

応
じ
て
放
送
時
間
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
一
番
短
い
放
送
時
間
は
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
二
分
三
〇
秒
、
候
補
者
数
が
一
番
多
い
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
は
一

二
分
間
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
以
下
、
選
挙
公
示
日
の
夜
に
放
送
さ
れ
た
内
容
を
検
討
す
る
。
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限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
野
党
は
有
権
者
に
支
持
を
求
め
た
が
、
こ
こ
で
の
野
党
の
主
張
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ａ
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
、
Ｓ
Ｄ
Ｐ
、
Ｎ
Ｓ
Ｐ
の
よ
う
に
社
会
問
題
の
解
決
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
政
党
と
、
社
会
問
題
に
触

れ
つ
つ
も
、
こ
う
し
た
状
況
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
政
治
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
す
る
、
Ｒ
Ｐ
と
Ｗ
Ｐ
の
二
つ
で
あ
る）（（
（

。
以
下
両

党
の
選
挙
戦
略
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

第
二
節　

Ｗ
Ｐ
の
選
挙
戦
略

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
総
選
挙
で
当
選
し
た
候
補
者
は
Ｗ
Ｐ
の
候
補
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
Ｗ
Ｐ
は
他
の
野
党
と
ど
う
い
っ
た
点
に
違

い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵
は
Ｗ
Ｐ
の
選
挙
戦
略
に
あ
っ
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
で
最
も
注
目
さ
れ
た
選
挙
区
の
一
つ
は
、
Ｗ
Ｐ
が
候
補
者
を
立
て
た
ア
ル
ジ
ュ
ニ
ー
ド
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
あ
っ
た
。
そ
の

理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
前
回
二
〇
〇
六
年
総
選
挙
で
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
獲
得
し
た
選
挙
区
の
中
で
最
も
得
票
率
が
低
か
っ
た
の
が

同
選
挙
区
で
あ
っ
た）（（
（

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
選
挙
区
は
度
重
な
る
選
挙
区
割
り
の
見
直
し
の
結
果
す
で
に
原
形
を
と
ど
め
て
い

な
い
が
、
過
去
に
Ｗ
Ｐ
が
何
度
も
与
党
を
苦
し
め
て
き
た
Ｇ
Ｒ
Ｃ
選
挙
区
を
含
ん
で
い
た）（（
（

た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｐ
が
二
〇
年

間
守
っ
て
き
た
ホ
ウ
ガ
ン
小
選
挙
区
と
隣
接
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｐ
は
ア
ル
ジ
ュ
ニ
ー
ド
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
お
い
て
も
選
挙
区
巡
り
を
丁
寧
に

行
っ
て
い
た
。
第
二
の
理
由
と
し
て
、
Ｗ
Ｐ
は
こ
の
選
挙
区
に
そ
の
人
的
資
源
を
重
点
的
に
投
入
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ル
ジ
ュ

ニ
ー
ド
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
候
補
者
は
五
人
で
構
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
ロ
ウ
・
テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
（Low

 T
hia K

hiang

）
書
記
長
、
シ
ル

ビ
ア
・
リ
ム
議
長
、
お
よ
び
新
人
の
チ
ェ
ン
・
シ
ョ
ウ
マ
オ
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

ロ
ウ
は
一
九
九
一
年
総
選
挙
で
初
当
選
を
果
た
し
て
か
ら
二
〇
年
間
、
ホ
ウ
ガ
ン
小
選
挙
区
に
て
連
続
当
選
を
果
た
し
て
お
り
今

回
も
同
小
選
挙
区
で
の
再
選
は
確
実
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
総
選
挙
で
は
ア
ル
ジ
ュ
ニ
ー
ド
Ｇ
Ｒ
Ｃ
に
挑
戦
し
た
。
ま
た
シ

ル
ビ
ア
・
リ
ム
は
、
前
回
の
総
選
挙
で
も
こ
の
選
挙
区
か
ら
出
馬
し
、
そ
の
結
果
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
当
選
を
果
た
し
た
。
彼
女
は
、
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外
国
人
労
働
者
問
題
、
国
会
議
員
の
給
与
問
題
な
ど
の
社
会
的
関
心
の
高
い
問
題
を
国
会
で
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
国
民
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
チ
ェ
ン
・
シ
ョ
ウ
マ
オ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
候
補
者
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
そ
し
て
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
ん
だ
、
国
際
弁
護
士
で
あ
る
。

　

選
挙
戦
が
始
ま
る
と
、
Ｗ
Ｐ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
抱
え
る
社
会
問
題
に
言
及
し
つ
つ
も
、
そ
れ
以
上
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
会
改

革
を
訴
え
る
戦
術
に
出
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
Ｗ
Ｐ
と
Ｒ
Ｐ
は
政
見
放
送
の
中
で
、
国
会
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
し
か

し
、
両
党
が
主
張
す
る
国
会
改
革
の
内
容
は
異
な
る
。
Ｒ
Ｐ
は
先
の
政
見
放
送
の
中
で
、
党
の
究
極
的
目
標
と
し
て
議
会
に
お
い
て

二
大
政
党
制
（tw

oparty system

）
を
実
現
す
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｗ
Ｐ
は
同
じ
く
政
見
放
送
の
中
で
今
回
の
選

挙
で
実
現
す
べ
き
こ
と
は
、「
先
進
国
の
国
会
」（First W

orld Parliam
ent

）
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
訴
え
た
。「
先
進
国
の

国
会
」
と
は
、
政
権
与
党
が
政
策
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
、
か
な
り
の
数
（significant num

ber

）
の
野
党
議
員
が
存
在
す
る
国
会
で

あ
る
と
し
て
い
る）（（
（

。

　

ロ
ウ
は
、
選
挙
戦
が
始
ま
る
と
Ｗ
Ｐ
に
と
っ
て
初
回
の
屋
外
選
挙
演
説
会
の
中
で
も
国
会
改
革
を
取
り
上
げ
た）（（
（

。
こ
の
演
説
の
中

で
Ｗ
Ｐ
が
実
現
し
よ
う
と
す
る
先
進
国
の
国
会
を
、
次
の
よ
う
に
比
喩
的
に
説
明
し
た
。
先
進
国
の
国
会
で
は
活
気
の
あ
る
国
会
で
、

強
い
野
党
が
副
運
転
手
（codriver

）
と
し
て
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
運
転
手
が
注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
副
運
転
手

は
、
厳
し
い
道
を
運
転
す
る
時
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
運
転
手
が
針
路
を
誤
っ
た
り
居
眠
り
し
た
場
合
に
、
運
転
手
を
ピ
シ
ャ
リ

と
叩
く
（slap the driver

）
た
め
に
副
運
転
手
は
存
在
す
る
。
勿
論
、
運
転
手
が
友
好
的
で
確
実
な
運
転
を
し
て
い
る
時
に
は
、
副

運
転
手
は
運
転
手
が
居
眠
り
し
な
い
よ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
を
続
け
る）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
Ｒ
Ｐ
と
Ｗ
Ｐ
は
、
社
会
問
題
に
言
及
し
な
が
ら
も
国
会
改
革
を
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
の
国
会
像
に
は
違
い
が
あ
っ

た
。
Ｒ
Ｐ
が
主
張
す
る
二
大
政
党
制
が
機
能
す
る
国
会
と
は
、
政
権
交
代
の
現
実
的
可
能
性
が
存
在
す
る
国
会
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

Ｗ
Ｐ
は
「
先
進
国
の
国
会
」
と
表
現
す
る
だ
け
で
、
政
権
交
代
の
可
能
性
な
ど
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
野
党
議
員
の
数
も
「
か
な
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り
の
数
」
と
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
具
体
的
な
数
を
挙
げ
ず
、
政
権
交
代
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
表
現
、
つ
ま
り
副
運
転
手
が
運
転

手
に
代
わ
っ
て
運
転
を
す
る
と
い
う
比
喩
も
行
っ
て
い
な
い
。
Ｗ
Ｐ
の
こ
の
選
挙
戦
術
は
、
第
四
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
有
権
者
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
権
の
継
続
と
、
最
近
の
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
対
し
て
反
省
を
期
待
す
る

有
権
者
の
政
治
意
識
を
う
ま
く
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｗ
Ｐ
の
選
挙
戦
術
に
は
他
の
野
党
と
共
通
す
る
点
を
も
ち
な
が
も
、
他
の
野
党
と
は
一
線
を
画
し
て
い

た
。

　

第
三
節　
「
新
し
い
政
治
」
の
始
ま
り

　

選
挙
戦
が
始
ま
る
と
、
野
党
は
演
説
会
に
お
い
て
、
物
価
の
上
昇
、
住
宅
価
格
の
上
昇
、
外
国
人
受
入
緩
和
政
策
に
よ
る
交
通
機

関
の
混
雑
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
拘
置
所
か
ら
の
脱
走
、
そ
し
て
、
大
雨
に
よ
る
繁
華
街
で
の
洪
水
な
ど
の
失
政
を
取
り
上
げ
、
Ｐ
Ａ
Ｐ

を
徹
底
的
に
攻
撃
し
た）（（
（

。
野
党
、
と
り
わ
け
Ｗ
Ｐ
の
演
説
会
場
に
は
老
若
男
女
の
別
な
く
、
多
数
の
聴
衆
が
演
説
会
場
か
ら
溢
れ
る

ほ
ど
押
し
寄
せ
、
選
挙
戦
初
日
の
演
説
会
場
付
近
で
は
一
時
的
に
携
帯
電
話
回
線
が
麻
痺
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

生
活
上
の
問
題
を
出
発
点
と
し
て
、
与
党
を
攻
撃
す
る
野
党
の
基
本
的
な
選
挙
戦
術
は
当
た
っ
た
。
も
は
や
物
価
の
上
昇
に
代
表

さ
れ
る
社
会
問
題
は
有
権
者
が
漠
然
と
し
て
抱
く
不
満
で
は
な
か
っ
た
。
統
計
的
に
も
具
体
的
に
表
れ
て
お
り
、
野
党
は
具
体
的
な

数
字
を
挙
げ
て
有
権
者
に
与
党
の
失
政
を
喧
伝
し
た）（（
（

。
ま
た
、
図
７
で
示
し
た
よ
う
に
、
物
価
の
上
昇
は
、
一
部
の
所
得
層
の
み
を

苦
し
め
た
の
で
な
く
、
食
品
・
住
宅
・
交
通
と
い
っ
た
基
本
的
サ
ー
ビ
ス
の
物
価
の
上
昇
は
、
あ
ら
ゆ
る
所
得
階
層
の
有
権
者
に
影

響
を
与
え
て
い
た
。
中
で
も
、
住
宅
価
格
の
上
昇
へ
の
対
処
が
遅
れ
た
こ
と
は
与
党
に
と
っ
て
痛
手
と
な
っ
た
。

　

従
来
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
政
治
的
支
配
の
正
当
性
は
、
有
権
者
に
対
し
て
手
ご
ろ
な
価
格
で
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
に
大
き
く
依
存
し
て

き
て
い
た
。
そ
の
結
果
今
日
で
は
、
国
民
の
八
〇
％
以
上
が
Ｈ
Ｄ
Ｂ
に
入
居
し
て
お
り
、
公
共
住
宅
を
手
ご
ろ
な
価
格
で
取
得
で
き
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る
こ
と
は
国
民
の
権
利
で
は
な
く
「
特
権
」）

（（（
（

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
Ｈ
Ｄ
Ｂ
転
売
価
格
の
上
昇
だ
け
で
な
く
、
Ｈ
Ｄ
Ｂ
住

宅
購
入
に
際
し
て
は
所
得
制
限
が
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
中
間
所
得
層
の
若
い
共
働
き
夫
婦
に
と
っ
て
は
所
得
制
限
の
た
め
に

Ｈ
Ｄ
Ｂ
購
入
申
請
が
で
き
な
い
一
方
で
、
民
間
住
宅
価
格
も
急
上
昇
し
て
い
た
た
め
に
住
宅
購
入
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
与
党
の
住
宅
政
策
に
対
す
る
批
判
は
、
低
所
得
者
層
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
所
得
階
層
の
有
権
者
か
ら
高
ま
り
、
住
宅

価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
入
居
が
困
難
な
状
況
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
与
党
の
支
配
の
正
当
性
を
大
き
く
傷
つ
け
た
。
加
え
て
、
今
回

の
総
選
挙
は
三
〇
年
ぶ
り
に
ほ
ぼ
全
て
の
選
挙
区
で
投
票
が
行
わ
れ
た
た
め
、
全
国
的
な
社
会
問
題
が
、
全
国
的
な
与
党
批
判
の
票

と
結
び
つ
く
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
こ
の
選
挙
戦
に
過
去
と
同
じ
選
挙
戦
略
で
臨
ん
だ
。
過
去
の
成
功
を
強
調
す
る

こ
と
で
未
来
へ
の
信
任
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
選
挙
戦
略
、
ま
た
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
以
外
の
候
補
者
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
に
よ

る
不
安
感
を
増
幅
さ
せ
る
発
言）（（（
（

な
ど
は
、
結
果
的
に
有
権
者
か
ら
不
評
を
か
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
選
挙
戦
略
が
成
立
す
る
大
前
提
と
し

て
、
前
回
選
挙
時
と
比
較
し
て
国
民
生
活
が
改
善
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｐ
Ａ
Ｐ
が
旧
態
依
然
と
し
た
選
挙
戦
略
で
戦
う
姿
を
見
た
有
権
者
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
国
民
が
困
苦
に
耐
え
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
理
解

し
て
い
な
い
、
ま
た
は
高
給
を
受
け
取
っ
て
い
る
閣
僚
、
国
会
議
員
に
は
庶
民
の
生
活
が
理
解
で
き
な
い
と
感
じ
、
投
票
行
動
で
与

党
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
こ
う
し
て
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
選
挙
戦
略
は
選
挙
戦
中
盤
で
崩
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

Ｐ
Ａ
Ｐ
の
得
票
率
は
六
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た）（（（
（

。
こ
れ
を
下
回
っ
た
選
挙
区
は
全
部
で
一
三
選
挙
区
あ
り
、

そ
の
約
半
数
の
七
選
挙
区
は
閣
僚
が
立
候
補
し
て
い
た
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
あ
っ
た
（
表
７
参
照
）。
そ
し
て
、
住
宅
価
格
の
急
上
昇
、
大
量

の
外
国
人
の
増
加
に
伴
う
公
共
交
通
機
関
の
混
雑
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
脱
走
な
ど
の
責
任
を
負
う
べ
き
立
場
の
担
当
大
臣
は
、
前
回
の

総
選
挙
と
比
し
て
そ
の
得
票
率
を
大
き
く
下
げ
た
（
表
14
参
照
）。
つ
ま
り
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
有
権
者
は
総
選
挙
の
争
点
と

な
っ
た
社
会
問
題
に
対
す
る
政
府
の
対
応
を
投
票
の
際
の
判
断
材
料
と
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
野
党
の
攻
撃
を
受
け
る
中
で
リ
ー
首
相
は
、
過
去
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
指
導
者
は

誰
も
が
行
わ
な
か
っ
た
行
動
に
出
た
。
彼
は
選
挙
戦
終
盤
の
五
月
三
日
の
選
挙
演
説
に

お
い
て
「
申
し
訳
な
い
」（Iʼm

 sorry

）
と
発
言
し
、
国
民
が
不
満
を
抱
い
て
お
り
野

党
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
社
会
問
題
に
対
す
る
対
応
が
遅
れ
た
こ
と
に
対
し
て
謝
罪
、

政
府
を
挙
げ
て
問
題
解
決
に
当
た
っ
て
い
る
と
釈
明
し
た
。
ま
た
、
閣
議
で
は
リ
ー
顧

問
相
（
当
時
）
か
ら
政
府
が
正
し
い
と
考
え
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る
べ
き
だ
と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
ー
首
相
は
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
有

効
で
あ
っ
た
政
治
手
法
は
今
や
通
用
し
な
い
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
世
代
交
代
し
た
の

だ
と
反
論
し
て
い
る
と
い
っ
た
や
り
と
り
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

リ
ー
初
代
首
相
と
は
異
な
っ
た
方
法
で
政
治
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
有
権
者

の
理
解
を
求
め
た）（（（
（

。
リ
ー
首
相
か
ら
謝
罪
を
引
き
出
し
た
こ
と
は
、
野
党
の
選
挙
戦
術

が
奏
功
し
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

　

こ
の
リ
ー
首
相
の
謝
罪
は
野
党
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
選
挙
で
与
党
が
大
敗
し
な
か
っ
た
要
因
は
こ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
有
権
者
は
依
然
と
し
て
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
期
待
す
る
気
持
ち
と
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
反
省
を

求
め
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
の
中
に
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
が
野
党
の
躍
進
を

一
定
程
度
に
押
し
と
ど
め
た
の
で
あ
る
。

　

逆
に
、
有
権
者
の
ジ
レ
ン
マ
に
明
快
な
解
決
策
を
与
え
た
の
が
Ｗ
Ｐ
の
選
挙
戦
術
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
野
党
の
な
か
で
も
Ｗ
Ｐ
の
一
人
勝
ち
状
態
を
捻
出
し
た
。
今
回
の
選

社会問題 担当大臣名と GRC 2006 年選挙 2011 年選挙＊

テロ容疑者脱走事件
ウォン・カンセン

（Wong Kan Seng）内務相
（Bishan  Toa Payoh GRC）

無投票当選 56.9%

住宅問題
マ・ボータン

（Mah Bow Tan）国家開発相
（Tampines GRC）

68.5% 57.2%（▼ 11.3）

公共交通問題
レイモンド・リム

（Raymond Lim）運輸相
（East Coast GRC）

63.9% 54.8%（▼  9.1）

表 14　社会問題担当大臣の選挙結果

注：＊ GRC での PAP の平均得票率は 60.3%。役職は選挙時のもの。
出所：筆者作成
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挙
で
Ｗ
Ｐ
は
、
各
種
の
国
民
を
苦
し
め
る
与
党
の
政
策
を
徹
底
的
に
攻
撃
し
な
が
ら
も
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
現
段
階
で
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

政
権
与
党
と
し
て
認
め
、
野
党
は
与
党
が
政
治
的
な
誤
り
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
こ
と
に
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
た
。
野
党
議
員
の
不
在
が
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
失
政
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
主
張
は
他
の
野
党
か
ら
も
聞
か
れ
た
が
、
Ｗ
Ｐ
が
Ｐ
Ａ
Ｐ

の
監
視
役
と
し
て
選
ば
れ
、
他
の
野
党
が
選
ば
れ
な
か
っ
た
理
由
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
ロ
ウ
書
記
長
は
過
去
二
〇
年
間
に
わ
た
り

野
党
議
員
と
し
て
経
験
を
積
み
、
リ
ム
議
長
も
過
去
五
年
間
の
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
と
し
て
の
活
動
が
一
定
の
評
価
を
受
け
、
そ
し
て
与
党
候

補
者
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
チ
ェ
ン
・
シ
ョ
ウ
マ
オ
の
擁
立
に
成
功
し
た
点
に
あ
る
。

　

Ｗ
Ｐ
の
ア
ル
ジ
ュ
ニ
ー
ド
Ｇ
Ｒ
Ｃ
で
の
勝
利
は
、
こ
の
よ
う
に
全
国
的
な
有
権
者
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
対
し
て
猛
省
を
求
め
る
意
識
を
、

こ
の
選
挙
区
に
引
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
Ｗ
Ｐ
の
勝
利
は
フ
ロ
ッ
ク
で
は
な
く
、
有
権
者
の
与
野
党

そ
れ
ぞ
れ
に
期
待
す
る
役
割
を
周
到
に
ま
と
め
上
げ
た
Ｗ
Ｐ
の
勝
利
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
Ｗ
Ｐ
に
は
政
党
と
し
て
の
総

合
力
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
見
抜
き
、
国
政
で
活
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
、
政
治
的
に
成
熟
し
た
有
権
者
の
出
現
が
こ
う
し

た
新
し
い
野
党
の
戦
略
・
戦
術
を
引
き
出
し
た
。

　

以
上
、
二
〇
一
一
年
総
選
挙
の
分
析
か
ら
明
確
な
こ
と
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
「
新
し
い
政
治
」
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
は
社
会
経
済
的
な
要
因
と
世
代
交
代
と
い
う
要
因
、
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
止
め
る
野
党
の
登
場
と
そ
の
選
挙
戦
略
と
戦
術
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

二
〇
一
一
年
の
総
選
挙
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
新
し
い
政
治
の
幕
開
け
を
告
げ
た
の
か
。
答
え
は
イ
エ
ス
で
あ
り
、
ノ
ー
で
あ
る
。

　

リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
初
代
首
相
が
つ
く
り
上
げ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
で
育
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
つ
く
り
上
げ
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た
政
治
体
制
を
一
定
程
度
支
持
し
、
こ
の
政
治
体
制
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
彼
ら
に

と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
政
治
改
革
よ
り
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
を
優
先
す
る
と
い
う
国
民
的
な
合
意
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
強
権
的
な
政
府
の
出
現
も
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
新
し
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

人
は
常
に
政
府
に
対
す
る
批
判
的
な
発
言
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
有
権
者
の
意
識
を
反
映
し
て
、
野
党
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

政
治
的
民
主
化
を
性
急
に
求
め
た
り
、
根
本
的
な
政
治
の
あ
り
方
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
ま
で
は
主
張
し
て
い
な
い
。

　

Ｐ
Ａ
Ｐ
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
で
政
策
決
定
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
新
た

な
政
治
手
法
を
模
索
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
今
や
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
と
っ
て
は
現
在
進
行
し
て
い
る
政
治
改
革
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は
国
民
の
要
求
や
批
判
を
、
丁
寧
に
く
み
上
げ
な
が
ら
政
策
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
総
選
挙

後
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
、
国
民
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
必
要
が
あ
れ
ば
過
去
の
政
策
、
ま
た
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
組
織
そ
の
も
の
を
見
直
す
動
き

を
急
速
に
進
め
て
い
る
。
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
と
し
て
、
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
初
代
首
相
の
、
閣
僚
か
ら
の
引
退
に
代
表
さ
れ
る

内
閣
改
造
が
あ
る）（（（
（

。
墓
場
に
埋
葬
さ
れ
て
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
治
か
ら
引
退
す
る
こ
と
は
な
い
と
発
言
し
て
い
た）（（（
（

リ
ー
・
ク
ア
ン

ユ
ー
初
代
首
相
は
、
ゴ
ー
・
チ
ョ
ク
ト
ン
上
級
相
（
当
時
）
と
の
合
同
声
明
文
の
中
で
「
新
し
い
世
代
の
国
民
が
生
ま
れ
て
お
り
、

政
治
は
こ
れ
ま
で
通
り
で
は
い
け
な
い
。
我
々
が
引
退
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
世
代
の
指
導
者
が
新
し
い
こ
と
を
す
る
こ
と
を
応
援

し
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
改
革
に
後
ろ
向
き
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
」
と
述
べ
た）（（（
（

。

　

二
人
の
閣
僚
の
引
退
が
発
表
さ
れ
た
後
に
、
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン
首
相
は
新
し
い
内
閣
を
発
表
し
た
。
彼
自
身
が
、
過
激

（radical

）
で
あ
る
と
表
現
し
た
内
閣
で
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
政
治
の
マ
イ
ナ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
社
会
問
題
に
適
切
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
三
人
の
担
当
大
臣
（
表
14
参
照
）
を
更
迭
し
た
。
中
で
も
ウ
ォ
ン
・
カ
ン
セ
ン
お
よ
び
マ
・
ボ
ー
タ
ン
は
、
リ
ー
首
相
と
ほ

ぼ
同
期
に
政
界
入
り
し
た
ベ
テ
ラ
ン
議
員
で
あ
り
、
こ
う
し
た
大
臣
を
平
議
員
へ
と
格
下
げ
し
た
こ
と
に
国
民
は
驚
き
、
国
民
の
批

判
を
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
正
面
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
こ
の
組
閣
を
好
意
的
に
受
け
止
め
た）（（（
（

。
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五
年
後
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
次
回
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
与
党
、
そ
し
て
野
党
は
ど
う
い
っ
た
政
治
的
貢
献
が
評
価
対
象
と
さ
れ

る
総
選
挙
に
な
る
の
か
は
、
現
段
階
で
は
ま
だ
展
望
で
き
な
い
。
一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の
総
選
挙
の
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
大
統
領
選
挙
、
そ
し
て
議
員
の
辞
職
に
伴
う
補
欠
選
挙
が
二
回
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
選
挙
結
果
は
い
ず
れ
も
Ｐ
Ａ
Ｐ
に

と
っ
て
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
有
権
者
が
自
ら
の
投
票
が
与
党
に
対
し
て
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ワ
ー）（（（
（

と
な
る
こ
と
に
気
が
付
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
選
挙
制
度
は
様
々
な
制
限
が
あ
る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
は
ネ

ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
民
主
政
治
で
機
能
す
る
よ
う
な
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ワ
ー
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
で
も
有
権
者
が
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
始
め
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
よ
う
に
二
〇
一
一

年
の
総
選
挙
の
分
析
を
す
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
民
主
政
治
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
1
）　

選
挙
権
威
主
義
体
制
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、A

ndreas Schedler (ed.), E
lectoral A

uthoritarianism
: T

he D
ynam

ics 
of U

nfree Com
petition. Boulder: Lynne Rienner Publishers, 2006

を
参
照
。
ま
た
Ｐ
Ａ
Ｐ
指
導
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
治
に

関
す
る
研
究
と
し
て
、D

iane K
. M

auzy and R. S. M
ilne, Singapore Politics U

nder the Peopleʼs A
ction Party. London 

and N
ew

 Y
ork: Routledge, 2002

が
あ
る
。

（
2
）　

落
選
し
た
大
臣
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヨ
ー
（George Y

eo

）
外
務
大
臣
、
ザ
イ
ヌ
ル
・
ラ
シ
ド
（Zainul A

bidin Rasheed

）
上
級

国
務
大
臣
、
リ
ム
・
フ
イ
フ
ア
（Lim

 H
w

ee H
ua

）
首
相
府
大
臣
で
あ
る
。

（
3
）　

“Editorial,

” The Straits T
im

es

（
以
下ST

と
略
記
）, 8 M

ay 2011.

（
4
）　

鍾
天
祥
「
新
加
坡
政
治
突
破
反
對
黨
大
躍
進
」、邱
立
本
「
新
加
坡
是
奇
特
的
鏡
子
」、『
亞
洲
週
刊
』、二
五
巻
二
〇
期
、二
〇
一
一
︲

〇
五
︲
二
二
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
二
日
閲
覧
）、Leong W

eng K
am

, 

“How
 overseas Chinese press 

covered the GE,

” ST
, 20 M

ay 2011.

（
5
）　Seth M

ydans, 

“Vote Forces Singaporeʼs Leader to Reconsider Style,

” The N
ew

 Y
ork T

im
es, 8 M

ay 2011

（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
版
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
七
日
閲
覧
）.
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（
6
）　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
（
以
下
、
憲
法
と
略
記
）
第
六
五
条
第
四
項
、
お
よ
び
第
六
六
条
参
照
。
こ
の
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
総
選
挙
は
国
会
の
開
会
日
か
ら
五
年
間
と
三
カ
月
以
内
に
実
施
さ
れ
る
。
な
お
、
第
一
一
会
国
会
は
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
日
に
開
会

さ
れ
た
た
め
、
二
〇
一
二
年
二
月
二
日
ま
で
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
7
）　T

he R
eport of the E

lectoral Boundaries R
eview

 Com
m

ittee, 2011, Cm
d3 of 2011, p.2.

（
8
）　Li X

ueying, 

“Preparation for polls in higher gear,

” ST
, 31 O

ct. 2010.

（
9
）　

同
右
。

（
10
）
新
し
い
選
挙
区
の
区
割
り
は
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
四
日
に
発
表
さ
れ
た
。Li X

ueying, 

“Major changes to electoral m
ap,

” 
ST

, 25 Feb. 2011.

（
11
）　

グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
際
、
マ
レ
ー
人
ま
た
は
イ
ン
ド
人
な
ど
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
最
低
一
名
含
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）、
中
華
人
民
共
和
国
（
北
京
、
香
港
、
上
海
）、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
首
都
特
別
地
域
）、
日
本
国
（
東
京
）、
英
国
（
ロ
ン
ド
ン
）
の
合
計
九
カ
所
。

（
13
）　

在
外
投
票
を
希
望
す
る
有
権
者
は
事
前
登
録
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
選
挙
管
理
局
は
各
選
挙
区
に
お
け
る
在
外
有
権
者
数

を
把
握
し
、
落
選
者
の
国
内
で
の
得
票
数
に
、
全
て
の
在
外
投
票
登
録
者
数
を
加
え
て
も
当
選
者
の
得
票
数
を
上
回
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

在
外
投
票
の
開
票
作
業
を
待
た
ず
に
当
落
が
確
定
す
る
。
最
終
的
な
得
票
数
は
国
外
の
投
票
数
を
加
算
し
た
後
に
発
表
さ
れ
る
。

（
14
）　

国
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
憲
法
第
三
九
条
、
選
挙
制
度
に
つ
い
て
は
議
員
選
挙
法
（T

he Parliam
entary Elections A

ct, 
Chapter 218

）
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）　G

azette, Electric Edition on 19th A
pril 2011 at 3.00 pm

.

（
16
）　

今
回
の
総
選
挙
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
は
冷
却
日
（CoolingO

ff D
ay

）
と
設
定
さ
れ
、
一
切
の
選
挙
活
動
が
禁
じ
ら
れ
た
。

（
17
）　G

azette, 29 A
pr. 2011.

（
18
）
一
九
七
二
年
選
挙
に
お
い
て
は
、
六
五
選
挙
区
中
五
七
選
挙
区
に
お
い
て
投
票
が
行
わ
れ
た
。Lydia Lim

, 

“PA
P faces biggest 

polls battle since ʻ72,

” ST
, 27 A

pr. 2011.

（
19
）　

な
お
、
前
回
の
Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
者
は
国
会
解
散
時
の
国
会
議
長
で
あ
り
、
今
回
の
総
選
挙
を
機
に
引
退
し
た
マ
レ
ー
人
の
ア
ブ
ド
ゥ
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ラ
・
タ
ル
ム
ギ
（A

bdullah T
arm

ugi

）
で
あ
る
。Esther T

eo, 

“First m
inority PA

P m
an in SM

C since 1988,

” ST
, 28 

A
pr. 2011.

な
お
、
今
回
こ
の
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
の
マ
イ
ケ
ル
・
パ
ル
マ
ー
（M

ichael Palm
er

）
は
当
選
後
国

会
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
同
氏
は
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
に
自
ら
の
不
祥
事
の
責
任
を
取
る
形
で
国
会
議
員
を
辞
職
し
た
。

（
20
）　Chua Lee H

oong, 

“PA
P challenged for 82 seats,

” ST
, 28 A

pr. 2011.
（
21
）　

“Polling D
ay: A

nsw
ers to frequently asked questions,

” ST
, 6 M

ay 2011.

（
22
）　

無
投
票
と
な
っ
たT

anjong Pagar GRC

の
有
権
者
数
は
含
ま
な
い
。

（
23
）　

在
外
投
票
者
数
は
含
ま
な
い
。Election D

epartm
ent, 

“Press Release, General Election 2011, Polling D
ay V

oter 
T

urnout,

” 8 M
ay 2011.

（
24
）　G

azette, 20 M
ay 2011.

（
25
）　

こ
の
選
挙
区
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
候
補
者
デ
ス
モ
ン
ド
・
リ
ム
（D

esm
ond Lim

 Bak Chuan

）
は
同
党
代
表
で
あ
っ
た
。
彼
は

一
二
・
五
％
の
得
票
率
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
供
託
金
一
万
六
千
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ド
ル
は
没
収
さ
れ
た
。
今
回
の
選
挙
で
供
託

金
を
没
収
さ
れ
た
の
は
本
候
補
者
だ
け
で
あ
っ
た
。Elgin T

oh and Francis Chan, 

“SD
A

 leader the only one to lose 
deposit,

” ST
, 8 M

ay 2011.

（
26
）　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
選
挙
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
板
谷
大
世
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
治
指
導
者
に
関
す
る
一
考
察
︱
国
会
議
員
の
選

出
方
法
を
中
心
に
︱
」『
広
島
国
際
研
究
』、
第
八
巻
、
二
〇
〇
二
年
、
二
七
︱
四
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
な
お
、H

ussin M
utalib, 

“ConstitutionalElectoral Reform
s and Politics in Singapore,

” Legislative Studies Q
uarterly, 27-4 (2002), pp. 659-672

も
参
照
の
こ
と
。

（
27
）　

岩
崎
育
夫
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
選
挙
、
一
九
四
八
〜
八
四
年
︱
Ｐ
Ａ
Ｐ
支
配
体
制
の
一
側
面
︱
」『
ア
ジ
ア
経
済
』、
二
九
巻
四
号
、

一
九
八
八
年
、
五
一
ペ
ー
ジ
。

（
28
）　

憲
法
第
三
九
条
第
二
項
。

（
29
）　

有
効
投
票
率
の
一
五
％
以
上
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
議
員
選
挙
法
（
二
〇
〇
一
年
改
訂
版
）
第
五
二
条
一
項
お
よ

び
三
Ａ
項
。

（
30
）　

議
員
選
挙
法
（
二
〇
〇
一
年
改
訂
版
）
第
五
二
条
一
項
。
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（
31
）　G

azette: A
cts Supplem

ent, 2 Jul. 2010.
（
32
）　

同
選
挙
区
選
出
の
デ
バ
ン
・
ネ
ア
（C. V

. D
evan N

air

）
議
員
が
大
統
領
に
就
任
す
る
た
め
に
国
会
議
員
を
辞
職
し
た
こ
と
に
伴

い
一
〇
月
三
一
日
に
実
施
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｐ
の
ジ
ャ
ヤ
レ
ト
ナ
ム
（J. B. Jeyaretnam

）
候
補
が
五
一
・
九
三
％
を
獲
得
し
て
当
選
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｐ
候
補
の
得
票
率
は
四
七
・
一
〇
％
、
統
一
人
民
戦
線
候
補
は
〇
・
九
七
％
で
あ
っ
た
。http://w

w
w

.elections.gov.sg/
elections_past_by1981.htm

l

（
二
〇
一
二
年
三
月
一
日
閲
覧
）。

（
33
）　Parliam

entary D
ebates, 24 July 1984, Col. 1726.

（
34
）　ST

, 25 Jul. 1984.

（
35
）　

法
務
長
官
院A

ttorneyGeneralʼs Cham
ber

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://statutes.agc.gov.sg.

）
参
照
（
二
〇
一
二
年
三
月
一

日
閲
覧
）。

（
36
）　

得
票
率
は
四
八
・
八
％
、
選
挙
区
は
ジ
ャ
ラ
ン
・
カ
ユ
（Jalan K

ayu

）
Ｓ
Ｍ
Ｃ
で
あ
っ
た
。

（
37
）　ST

, 5 Jan. 1985.

（
38
）　

得
票
率
は
四
七
・
八
％
、
選
挙
区
は
カ
キ
・
ブ
キ
（K

aki Bukit

）
Ｓ
Ｍ
Ｃ
で
あ
っ
た
。

（
39
）　

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ョ
ウ
（Francis Seow

）、
リ
ー
・
シ
ュ
ー
チ
ョ
（Lee Siew

 Cho

）、
モ
ハ
マ

ド
・
カ
リ
・
バ
ブ
（M

ohd K
halit Baboo

）
で
あ
っ
た
。

（
40
）　

“Workersʼ Party acceptsʼ offer of tw
o N

CM
P seats,

” ST
, 11 Sept. 1988.

（
41
）　

一
九
九
一
年
総
選
挙
で
は
野
党
候
補
者
が
四
人
当
選
し
た
た
め
に
、
Ｎ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
は
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
42
）　

ア
ル
ジ
ュ
ニ
ー
ド
Ｇ
Ｒ
Ｃ
か
ら
出
馬
し
、
四
三
・
九
％
の
得
票
率
を
獲
得
し
た
。

（
43
）　ST

, 28 M
ay 2009.

（
44
）　G
azette: A

cts Supplem
ent, 31 M

ay 1988.

（
45
）　Parliam

entary D
ebates, 12 Jan. 1988, Col. 346.

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
選
挙
と
民
族
政
治
に
つ
い
て
は
、Joel S. Fetzer, 

“Election Strategy and Ethnic Politics in Singapore,

” Taiw
an Journal of D

em
ocracy 41 (2008), pp. 135153

を
参
照
。

（
46
）　ST

, 11 Jan. 1988.

（
47
）　Lew

 Eng Fee, 

“Singapore in 1988: U
ncertainties of A

 M
uturing Polity,

” Southeast A
sian A

ffairs 1989, Singa
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pore: Institute of Southeast A

sian A
ffairs, 1989, p. 283.

（
48
）　

法
務
長
官
院
（A

ttorneyGeneralʼs Cham
ber

）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://statutes.agc.gov.sg

）
参
照
（
二
〇
一
二
年
三
月

一
日
閲
覧
）。

（
49
）　ST

, 28 M
ay 2009.

（
50
）　

一
九
九
一
年
総
選
挙
で
民
主
党
の
チ
ャ
ム
党
首
が
仕
掛
け
た
選
挙
戦
術
。
野
党
が
政
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に
不
安
を
も
つ
国
民
意
識

に
配
慮
し
、
野
党
候
補
者
が
全
て
の
選
挙
区
で
勝
利
し
て
も
、
野
党
議
席
が
過
半
数
に
届
か
な
い
よ
う
に
野
党
間
で
候
補
者
数
の
調
整
を

行
う
こ
と
。

（
51
）
板
谷
、
前
掲
論
文
、
三
六
︱
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